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●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

６
月
２9
日（
土
）30
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
月
）・
２０
日（
木
）・
２7
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
水
）・
18
日（
木
）・
30
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、８

月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で
も

納
付
で
き
ま
す
。ま
た
、不
動
産

取
得
税
等
他
の
県
税
も
納
付
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
7
月
1
日（
月
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

鈴木耶茉燈（凜太朗・七夕華）大　東
やまと

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（丈　晴）　

（利　明）

（康　巴）

（昇　平）

（雅　人）

（一　江）

（　誠　）

（清　恵）

（京　子）

（瀧上真由美）

下青倉

蒔　田

中小坂

城　西

小　川

東野牧

土谷沢

東　町

下　町

上青倉

福田　晴男

下山　正勝

永井　正昭

佐藤みす

清水百合江

金井　正江

土谷きさゑ

髙𣘺　千秋

木内とく子

河西由美子

人口
　男
　女
世帯

（　24）
（　10）
（　14）
（　 1）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,236人
3,064人
3,172人
3,140世帯

転入  8人/  出生 1人
転出  17人/  死亡 16人

（5月1日現在）

（4月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No818

月月

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

茂木時計店 TEL 82-2811
tokei10.com

SEIKOグローバル
ブランド コアショップ

有
料
広
告

ほたる山公園からの風景
～新緑豊かな自然大地を満喫～
ほたる山公園からの風景
～新緑豊かな自然大地を満喫～

下仁田町商業協同組合

茂木時計店ヤフーショップ店からもご注文頂けます。ヤフーショップ店からもご注文頂けます。



令和５年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

国庫支出金

町債

各種交付金

県支出金

寄附金

繰入金

繰越金

その他

25億円30億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　今年度の下半期（令和６年３月３１日現在）の財政状況を公表します。 
　一般会計の当初予算額は４８億８００万円でしたが、その後の補正予算
（６億７９７万円）と前年度の繰越事業分（歳入８，１６３万円）を合わせて
３月３１日の予算現額は５４億９，７６０万円となっております。

歳　入
26億7,842万円
26億7,842万円

令和６年３月31日現在
人口 6,711 人
男 3,290 人
女 3,421 人
世帯数 3,236 戸

5億5,414万円5億5,414万円
4億3,136万円4億3,136万円

7億8,668万円7億8,668万円
7億8,126万円7億8,126万円

3億1,040万円3億1,040万円
7,250万円7,250万円

3億0,177万円3億0,177万円
3億0,167万円3億0,167万円
2億6,703万円2億6,703万円

1億2,625万円1億2,625万円
1億2,168万円1億2,168万円
1億1,824万円1億1,824万円

1億4,464万円1億4,464万円
1億4,131万円1億4,131万円

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

土木費

消防費

農林水産費

商工費

議会費等
0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円 14億円

歳　出
12億4,928万円

11億0,806万円

4億0,945万円
3億7,432万円

11億0,814万円
10億7,027万円

6億1,231万円
6億1,229万円

8億1,529万円
8億1,357万円

5億0,707万円
4億8,438万円

2億9,253万円
2億9,213万円

2億5,042万円
2億3,131万円

9,023万円
8,677万円
8,124万円
6,926万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

54億1,597万円
51億4,236万円
94.9%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

54億1,597万円
47億5,781万円
87.8%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間
（４月１日～５月３１日）の収入・支出を
含めた令和４年度の決算は、広報しもにた
１１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況 ※一般会計債のみ

新規発行額 償還額

令和５年度中増減見込額
令和５年度末残高

1,945万円

0万円

8,255万円

1,768万円

4,715万円

7,615万円

4,856万円

9,442万円

0万円

2,550万円

1億9,817万円

6億0,963万円

1億3,963万円

0万円

4億2,755万円

1億7,581万円

3億0,138万円

7億1,377万円

2億6,241万円

4億9,769万円

0万円

1億7,768万円

18億0,431万円

45億0,023万円

令和４年度末
残高区分

総務債

民生債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

教育債

諸支出金債

災害復旧債

臨時財政対策債等

合計

◎
一
般
会
計
に
属
す
る
基
金
の
状
況

〇上水道事業会計の状況

予算

執行額

予算

執行額

◎
特
別
会
計

◎公営企業会計

勘定科目
収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収

入

支

出

給水件数　　3,316件
令和５年度末残高
23億0,350万円

6,776万円
1億0,947万円
3億1,479万円
1億4,957万円

80万円
111万円
5,952万円
1,154万円
4,311万円
203万円
408万円
242万円
3,663万円
100万円
300万円

31億1,033万円

区 分
財政調整基金 
減債基金 
ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金
子育て支援基金
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画区域公共施設等整備基金
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金 
合計

2億5,940万円

2億5,798万円

2億5,802万円

2億3,580万円

8,284万円

8,284万円

1億6,236万円

1億5,891万円

率行執出支率入収

介護保険
浄化槽整備事業

区　　　分
国民健康保険
後期高齢者医療

収入済額
8億1,514万円
1億4,265万円
13億1,292万円

9,738万円

予算現額
10億0,813万円
1億5,241万円
14億5,068万円
1億0,490万円

支出済額
7億9,798万円
1億3,995万円
12億,0458万円

8,741万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出

区分
669,227 円

基金残額町税負担額 町債残高
116,415 円

241,429 円

437,285 円

1,387,880 円 906,867 円

1億4,648万円

0万円

4億5,360万円

1億7,079万円

3億4,853万円

6億3,282万円

2億7,897万円

5億3,121万円

0万円

2億0,318万円

19億8,648万円

47億5,203万円

1,260万円

0万円

5,650万円

2,270万円

0万円

1億5,710万円

3,200万円

6,090万円

0万円

0万円

1,600万円

3億5,780万円

80.9%
93.6%
90.5%
92.8%

79.2%
91.8%
83.0%
83.3%

400万円
1億4,652万円

1億1,066万円
1億0,470万円

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



令和５年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

国庫支出金

町債

各種交付金

県支出金

寄附金

繰入金

繰越金

その他

25億円30億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　今年度の下半期（令和６年３月３１日現在）の財政状況を公表します。 
　一般会計の当初予算額は４８億８００万円でしたが、その後の補正予算
（６億７９７万円）と前年度の繰越事業分（歳入８，１６３万円）を合わせて
３月３１日の予算現額は５４億９，７６０万円となっております。

歳　入
26億7,842万円
26億7,842万円

令和６年３月31日現在
人口 6,711 人
男 3,290 人
女 3,421 人
世帯数 3,236 戸

5億5,414万円5億5,414万円
4億3,136万円4億3,136万円

7億8,668万円7億8,668万円
7億8,126万円7億8,126万円

3億1,040万円3億1,040万円
7,250万円7,250万円

3億0,177万円3億0,177万円
3億0,167万円3億0,167万円
2億6,703万円2億6,703万円

1億2,625万円1億2,625万円
1億2,168万円1億2,168万円
1億1,824万円1億1,824万円

1億4,464万円1億4,464万円
1億4,131万円1億4,131万円

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

土木費

消防費

農林水産費

商工費

議会費等
0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円 14億円

歳　出
12億4,928万円

11億0,806万円

4億0,945万円
3億7,432万円

11億0,814万円
10億7,027万円

6億1,231万円
6億1,229万円

8億1,529万円
8億1,357万円

5億0,707万円
4億8,438万円

2億9,253万円
2億9,213万円

2億5,042万円
2億3,131万円

9,023万円
8,677万円
8,124万円
6,926万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

54億1,597万円
51億4,236万円
94.9%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

54億1,597万円
47億5,781万円
87.8%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間
（４月１日～５月３１日）の収入・支出を
含めた令和４年度の決算は、広報しもにた
１１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況 ※一般会計債のみ

新規発行額 償還額

令和５年度中増減見込額
令和５年度末残高

1,945万円

0万円

8,255万円

1,768万円

4,715万円

7,615万円

4,856万円

9,442万円

0万円

2,550万円

1億9,817万円

6億0,963万円

1億3,963万円

0万円

4億2,755万円

1億7,581万円

3億0,138万円

7億1,377万円

2億6,241万円

4億9,769万円

0万円

1億7,768万円

18億0,431万円

45億0,023万円

令和４年度末
残高区分

総務債

民生債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

教育債

諸支出金債

災害復旧債

臨時財政対策債等

合計

◎
一
般
会
計
に
属
す
る
基
金
の
状
況

〇上水道事業会計の状況

予算

執行額

予算

執行額

◎
特
別
会
計

◎公営企業会計

勘定科目
収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収

入

支

出

給水件数　　3,316件
令和５年度末残高
23億0,350万円

6,776万円
1億0,947万円
3億1,479万円
1億4,957万円

80万円
111万円
5,952万円
1,154万円
4,311万円
203万円
408万円
242万円
3,663万円
100万円
300万円

31億1,033万円

区 分
財政調整基金 
減債基金 
ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金
子育て支援基金
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画区域公共施設等整備基金
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金 
合計

2億5,940万円

2億5,798万円

2億5,802万円

2億3,580万円

8,284万円

8,284万円

1億6,236万円

1億5,891万円

率行執出支率入収

介護保険
浄化槽整備事業

区　　　分
国民健康保険
後期高齢者医療

収入済額
8億1,514万円
1億4,265万円
13億1,292万円

9,738万円

予算現額
10億0,813万円
1億5,241万円
14億5,068万円
1億0,490万円

支出済額
7億9,798万円
1億3,995万円
12億,0458万円

8,741万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出

区分
669,227 円

基金残額町税負担額 町債残高
116,415 円

241,429 円

437,285 円

1,387,880 円 906,867 円

1億4,648万円

0万円

4億5,360万円

1億7,079万円

3億4,853万円

6億3,282万円

2億7,897万円

5億3,121万円

0万円

2億0,318万円

19億8,648万円

47億5,203万円

1,260万円

0万円

5,650万円

2,270万円

0万円

1億5,710万円

3,200万円

6,090万円

0万円

0万円

1,600万円

3億5,780万円

80.9%
93.6%
90.5%
92.8%

79.2%
91.8%
83.0%
83.3%

400万円
1億4,652万円

1億1,066万円
1億0,470万円
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教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３
０

２
委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
開
催
日

令
和
６
年
６
月
27
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分
（
午
後

３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
３
０
２
委

員
会
室 教

育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
（
そ
の

際
に
は
、
会
場
か
ら
退
出
い
た
だ
き

ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係

☎
０
２
７
４―

67―

７
６
１
９

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

24
年
６
月
１
日
）
を
記
念
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通

常
ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各

支
局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談●

日
時

６
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７―

２
１
１―

４
４
６
６

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０

●
日
時

　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

６
月
４
日
・
７
月
２
日
　
午
前
９
時

〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
へ

の
苦
情
や
意
見
、
要
望

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
浄
化
槽
事
業

が
公
営
企
業
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
水
道
と
浄
化
槽
を
い
ず
れ
も

ご
利
用
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
使
用

料
に
つ
き
ま
し
て
は
水
道
料
金
と
浄
化

槽
使
用
料
併
せ
て
の
請
求
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
口
座
引

き
落
と
し
先
名
称
に
つ
き
ま
し
て
は
、

金
融
機
関
に
よ
っ
て
以
下
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
及
び
浄
化
槽
使
用
料
に
つ
い
て

・
し
の
の
め
信
金
、
群
馬
県
信
組
、

Ｊ
Ａ

「
下
仁
田
町
企
業
出
納
員
（
シ
モ
ニ
タ

マ
チ
キ
ギ
ョ
ウ
ス
イ
ト
ウ
イ
ン
）
」

・
群
馬
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

「
水
道
料
（
ス
イ
ド
ウ
リ
ョ
ウ
）
」

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８

　
毎
年
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
た
い
せ
つ
に
　

み
ず
は
み
ん
な
の
　
た
か
ら
も
の
」

で
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も

安
心
・
安
全
に
使
用
で
き
る
水
道

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
水
道
に
つ
い
て
利
用
者
様
の

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
今
年

も
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
64―

８
８
０
８
（
直
通
）

第
66
回
水
道
週
間

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

６
月
４
日
・
７
月
２
日
　
午
前
10
時

〜
12
時

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
学
習
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）
・
金
銭
貸
借
な
ど

公
証
相
談

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

『
荒
廃
農
地
の
増
加
』
や
『
担
い
手

不
足
』
な
ど
、
日
本
全
国
で
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
こ
れ
ら
問
題
解
決
に
向

け
、
法
改
正
に
よ
り
市
町
村
単
位
で

の
「
地
域
計
画
」
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
内
で
作
る
「
目

標
地
図
（
10
年
後
の
目
標
地
図
）
」

に
明
記
さ
れ
た
農
地
（
農
業
経
営
）

で
な
い
と
、
新
規
就
農
者
等
の
補
助

金
が
活
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
農
業
経
営
規
模
拡
大
を
計

画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
町
農
林
課
農

農
業
の
未
来
の
た
め
の『
地
域
計
画
』策
定

業
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
業
係
（
直
通
☎
64―

８
８

０
６
）

●
町
長
交
際
費
と
は

　
町
政
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
ま
た
は
団
体
と

の
交
際
に
要
す
る
経
費
で

す
。

　「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
定
」の
公
開
基
準
に

基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

支出日

4月12日

4月14日

4月15日

4月18日

4月19日

4月19日

4月分

支出区分

会費

会費

会費

会費

会費

会費

弔慰

下仁田南牧医療事務組合
共済会懇親会

富岡青年会議所
創立 60周年記念祝賀会

下仁田町消防団本部会議

区長会懇親会

議会歓送迎会

葬儀生花 2件

商工会青年部 総会・懇親会

支出金額

5,000

10,000

5,000

5,000

5,000

5,000

11,000

46,000

支出内容支

(4月分) (単位:円)

4月分 計

令和５年度　町長交際費
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委
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会
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記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３
０
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委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お
願
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た
し
ま
す
。

●
開
催
日

令
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６
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27
日
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受
付
時
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午
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２
時
30
分
〜
２
時
50
分
（
午
後

３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所
　
下
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役
場
３
０
２
委

員
会
室 教

育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
（
そ
の

際
に
は
、
会
場
か
ら
退
出
い
た
だ
き

ま
す
。
）
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わ
せ
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町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係

☎
０
２
７
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前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

24
年
６
月
１
日
）
を
記
念
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通

常
ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各

支
局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談●

日
時

６
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
公
民
館
３
階
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ラ
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ィ
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室

●
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せ
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０
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０

●
日
時

　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

６
月
４
日
・
７
月
２
日
　
午
前
９
時

〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
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機
関
や
公
団
等
へ

の
苦
情
や
意
見
、
要
望

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
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・
ど
こ
に
相
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し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
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令
和
６
年
４
月
よ
り
浄
化
槽
事
業

が
公
営
企
業
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
水
道
と
浄
化
槽
を
い
ず
れ
も

ご
利
用
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
使
用
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に
つ
き
ま
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て
は
水
道
料
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と
浄
化

槽
使
用
料
併
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て
の
請
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と
さ
せ
て
い
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だ
い
て
お
り
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す
。
な
お
、
口
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引
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と
し
先
名
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に
つ
き
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し
て
は
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金
融
機
関
に
よ
っ
て
以
下
の
通
り
と

な
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て
い
ま
す
。
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及
び
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使
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に
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て

・
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の
の
め
信
金
、
群
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信
組
、
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員
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ト
ウ
イ
ン
）
」

・
群
馬
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
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ウ
）
」
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せ
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設
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務
係

☎
64―

８
８
０
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毎
年
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
た
い
せ
つ
に
　

み
ず
は
み
ん
な
の
　
た
か
ら
も
の
」

で
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も

安
心
・
安
全
に
使
用
で
き
る
水
道

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
水
道
に
つ
い
て
利
用
者
様
の

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
今
年

も
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
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せ
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通
）

第
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回
水
道
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間

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

６
月
４
日
・
７
月
２
日
　
午
前
10
時

〜
12
時

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
学
習
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）
・
金
銭
貸
借
な
ど

公
証
相
談

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

『
荒
廃
農
地
の
増
加
』
や
『
担
い
手

不
足
』
な
ど
、
日
本
全
国
で
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
こ
れ
ら
問
題
解
決
に
向

け
、
法
改
正
に
よ
り
市
町
村
単
位
で

の
「
地
域
計
画
」
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
内
で
作
る
「
目

標
地
図
（
10
年
後
の
目
標
地
図
）
」

に
明
記
さ
れ
た
農
地
（
農
業
経
営
）

で
な
い
と
、
新
規
就
農
者
等
の
補
助

金
が
活
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
農
業
経
営
規
模
拡
大
を
計

画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
町
農
林
課
農

農
業
の
未
来
の
た
め
の『
地
域
計
画
』策
定

業
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
業
係
（
直
通
☎
64―

８
８

０
６
）

●
町
長
交
際
費
と
は

　
町
政
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
ま
た
は
団
体
と

の
交
際
に
要
す
る
経
費
で

す
。

　「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
定
」の
公
開
基
準
に

基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

支出日

4月12日

4月14日

4月15日

4月18日

4月19日

4月19日

4月分

支出区分

会費

会費

会費

会費

会費

会費

弔慰

下仁田南牧医療事務組合
共済会懇親会

富岡青年会議所
創立 60周年記念祝賀会

下仁田町消防団本部会議

区長会懇親会

議会歓送迎会

葬儀生花 2件

商工会青年部 総会・懇親会

支出金額

5,000

10,000

5,000

5,000

5,000

5,000

11,000

46,000

支出内容支

(4月分) (単位:円)

4月分 計

令和５年度　町長交際費
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行政情報行政情報

　
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ

の
遺
族
の
方
へ
の
支
援
の
た
め
「
下

仁
田
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
令
和
６
年
４
月
１

日
に
富
岡
警
察
署
お
よ
び
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま

と
、
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
対

し
、
各
機
関
が
連
携
協
力
し
て
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
町

が
で
き
る
こ
と

・
相
談
窓
口
等
の
情
報
提
供

・
町
営
住
宅
へ
の
入
居
の
配
慮

・
見
舞
金
の
支
給
　
※
支
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

富
岡
警
察
署
・
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
定
を
締
結

●
電
話
相
談
窓
口
（
相
談
無
料
）

・
富
岡
警
察
署

☎
62―

０
１
１
０

・
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

☎
０
２
７―

２
２
１―

７
７
７
７
　

（
受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

・
公
益
社
団
法
人
　
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま

☎
０
２
７―

２
５
３―

９
９
９
１
　

（
受
付
時
間
　
平
日
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

　
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

で
、
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
勉
強
会
を

行
い
ま
す
。
勉
強
会
に
あ
た
り
広
く

住
民
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
手
配
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
は

年
々
複
雑
化
・
巧
妙
化
し
て
お
り
、

高
齢
者
に
限
ら
ず
多
く
の
方
が
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
特
殊
詐
欺
や
悪
質

商
法
に
関
す
る
知
識
を
身
に
着
け
、

手
口
や
対
処
法
を
覚
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
当
日
は
、
群
馬
県
警
と
防
犯
設
備

特
殊
詐
欺
防
止

　公
開
勉
強
会

協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
知
識
を
身
に
着
け
、
被

害
に
あ
わ
な
い
様
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
日
時
　
７
月
17
日
（
水
）

13
時
30
分
開
始

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
予
約
　
下
仁
田
町
役
場

福
祉
係
民
児
協
事
務
局

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

※
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も

可
能
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び
体
育
館

の
解
体
前
に
、
小
坂
小
学
校
卒
業
生

や
地
元
住
民
の
方
向
け
の
内
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
思
い
出
の
校
舎
や
体

育
館
に
入
れ
る
最
後
の
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約

は
不
要
で
す
。

旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び
体
育
館
内
覧
会
の

お
知
ら
せ

●
開
催
日
時

６
月
８
日
（
土
）
、
９
日
（
日
）
、

15
日
（
土
）
、
16
日
（
日
）

各
日
と
も
10
時
〜
16
時

　
下
仁
田
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給

食
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 学

校
給
食
試
食
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
開
催
時
間

午
前
11
時
〜
１
時
間
程
度

●
場
所

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

●
参
加
費

試
食
代
４
０
０
円

●
募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）
　
　
　

●
内
容

施
設
見
学
、
学
校
給
食
概
要
説
明
、

レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
　
等

●
申
込
期
間

６
月
３
日
（
月
）
午
前
８
時
か
ら
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法

　
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申

込
み
い
た
だ
く
か
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82―

２
５
４
２

●開催日及び予定献立※献立内容は変更することもあります。

※第２回・第３回については、また広報でお知らせします。

第１回

第２回

第３回

７月５日（金）

２学期に開催予定

３学期に開催予定

カレー、ごはん、サラダ、牛乳

未定

未定

二次元コード

開催日 予定献立

　
令
和
５
年
の
記
録
的
な
猛
暑
の
影

響
等
に
よ
り
、
下
仁
田
ね
ぎ
の
収
穫

量
の
減
少
、
ひ
い
て
は
売
上
額
の
減

少
を
受
け
た
下
仁
田
ね
ぎ
農
家
に
対

し
て
、
生
産
販
売
を
継
続
し
て
い
た

だ
く
た
め
支
援
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
申
請
期
限
を
6
月
28
日
（
金
）

ま
で
延
長
し
ま
す
の
で
、
本
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
支
援
対
象
者
 

・
町
内
農
地
で
下
仁
田
ね
ぎ
を
生
産

販
売
し
て
い
る
者

【
申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す
】

『
下
仁
田
ね
ぎ
農
家
支
援
事
業
』

●
支
援
要
件

・
令
和
５
年
分
の
下
仁
田
ね
ぎ
作
付

面
積
が
10
a
以
上
、
ま
た
は
、
販
売

金
額
15
万
円
以
上
の
方
が
対
象
で
、

令
和
４
年
分
・
令
和
５
年
分
の
税
申

告
（
確
定
申
告
等
）
を
し
た
方

●
支
援
対
象

・
下
仁
田
ね
ぎ
の
販
売
金
額
の
減
少

割
合
に
乗
じ
て
10
a
あ
た
り
８
万
円

（
上
限
額
は
15
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
業
係
　
☎
64―

8
8
0
6

公
民
館
図
書
室 「
新
刊
図
書
情
報
」

4
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

辻堂魁

辻村深月ほか

萩原規子

多崎礼

平原卓

川口拓監修

ひらのゆきこ

講談社

講談社

講談社

佐伯泰英

千野隆司

幡　大介

あさのあつこ

落合陽一

綿本　彰

講談社ビーシー

ひらきかずお

千野隆司

千野隆司

あさのあつこ

上田秀人

辻堂魁

鈴木おさむ

松本ぷりっつ

健部信明

のぶみ

大木聖子

minchi

講談社

幡　大介

幡　大介

書名

風の市兵衛弐３３　うつ蝉

時ひらく　アンソロジー

源氏物語　紫の結び１

レーエンデ国物語

読まずに死ねない哲学名著５０冊

どっちが強い！？Wオオジロザメの襲撃

おばけのやだもん

あそんでまなぶ２さいのえほん

あそんでまなぶ３さいのえほん

イッツ・ア・スモールワールド

芋洗河岸　1巻～2巻

鉞ばばあと孫娘賃金始末　まがいもの

大富豪同心　八巻卯之吉放蕩記

碧空の音

過去を「巨視」して未来を考える

ヨガを楽しむ教科書

書名

はじめてのきょうりゅうずかん

ぴかぴかとことこ

おれは一万石　1巻～6巻

めおと旅籠繁盛記

闇医者おゑん秘録帖　1巻～2巻

旗本出世双六１　振り出し

雇足軽八州御用

もう明日が待っている

うちはおっぺけ９

異種最強王図鑑　天界頂上決戦編

3ふんでねむくなるえほん

巨大地震のサバイバル

いっさいはん

モンスターズ・インク

大富豪同心　卯之吉子守唄

大富豪同心　贋の小判に流れ星

千野隆司

秋川滝美

千野隆司

坂岡　真

小杉健治

西條奈加

ヨシタケシンスケ

恩田　陸

森永卓郎

森永卓郎

ヨシタケシンスケ

矢部太郎

きむらゆういち

森　はるな

森　はるな

書名

おれは一万石7～8　

きよのお江戸料理日記５

鉞ばばあと孫娘賃金始末

うぽっぽ同心十手綴り最終巻 かじけ鳥

情け深川恋女房４　お伊勢参り

姥玉みっつ

おしごとそうだんセンター

spring

書いてはいけない

ザイム真理教

自分だけの「フシギ」を見つけよう！

プレゼントでできている

ふしぎなみけねこびん

シンデレラ

白雪姫

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社
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行政情報行政情報

　
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ

の
遺
族
の
方
へ
の
支
援
の
た
め
「
下

仁
田
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
令
和
６
年
４
月
１

日
に
富
岡
警
察
署
お
よ
び
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま

と
、
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
対

し
、
各
機
関
が
連
携
協
力
し
て
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
町

が
で
き
る
こ
と

・
相
談
窓
口
等
の
情
報
提
供

・
町
営
住
宅
へ
の
入
居
の
配
慮

・
見
舞
金
の
支
給
　
※
支
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

富
岡
警
察
署
・
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
定
を
締
結

●
電
話
相
談
窓
口
（
相
談
無
料
）

・
富
岡
警
察
署

☎
62―

０
１
１
０

・
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

☎
０
２
７―

２
２
１―

７
７
７
７
　

（
受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

・
公
益
社
団
法
人
　
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま

☎
０
２
７―

２
５
３―

９
９
９
１
　

（
受
付
時
間
　
平
日
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

　
下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

で
、
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
勉
強
会
を

行
い
ま
す
。
勉
強
会
に
あ
た
り
広
く

住
民
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
手
配
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
は

年
々
複
雑
化
・
巧
妙
化
し
て
お
り
、

高
齢
者
に
限
ら
ず
多
く
の
方
が
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
特
殊
詐
欺
や
悪
質

商
法
に
関
す
る
知
識
を
身
に
着
け
、

手
口
や
対
処
法
を
覚
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
当
日
は
、
群
馬
県
警
と
防
犯
設
備

特
殊
詐
欺
防
止

　公
開
勉
強
会

協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
知
識
を
身
に
着
け
、
被

害
に
あ
わ
な
い
様
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
日
時
　
７
月
17
日
（
水
）

13
時
30
分
開
始

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
予
約
　
下
仁
田
町
役
場

福
祉
係
民
児
協
事
務
局

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

※
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も

可
能
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び
体
育
館

の
解
体
前
に
、
小
坂
小
学
校
卒
業
生

や
地
元
住
民
の
方
向
け
の
内
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
思
い
出
の
校
舎
や
体

育
館
に
入
れ
る
最
後
の
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約

は
不
要
で
す
。

旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び
体
育
館
内
覧
会
の

お
知
ら
せ

●
開
催
日
時

６
月
８
日
（
土
）
、
９
日
（
日
）
、

15
日
（
土
）
、
16
日
（
日
）

各
日
と
も
10
時
〜
16
時

　
下
仁
田
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給

食
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 学

校
給
食
試
食
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
開
催
時
間

午
前
11
時
〜
１
時
間
程
度

●
場
所

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

●
参
加
費

試
食
代
４
０
０
円

●
募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）
　
　
　

●
内
容

施
設
見
学
、
学
校
給
食
概
要
説
明
、

レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
　
等

●
申
込
期
間

６
月
３
日
（
月
）
午
前
８
時
か
ら
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法

　
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申

込
み
い
た
だ
く
か
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82―

２
５
４
２

●開催日及び予定献立※献立内容は変更することもあります。

※第２回・第３回については、また広報でお知らせします。

第１回

第２回

第３回

７月５日（金）

２学期に開催予定

３学期に開催予定

カレー、ごはん、サラダ、牛乳

未定

未定

二次元コード

開催日 予定献立

　
令
和
５
年
の
記
録
的
な
猛
暑
の
影

響
等
に
よ
り
、
下
仁
田
ね
ぎ
の
収
穫

量
の
減
少
、
ひ
い
て
は
売
上
額
の
減

少
を
受
け
た
下
仁
田
ね
ぎ
農
家
に
対

し
て
、
生
産
販
売
を
継
続
し
て
い
た

だ
く
た
め
支
援
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
申
請
期
限
を
6
月
28
日
（
金
）

ま
で
延
長
し
ま
す
の
で
、
本
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
支
援
対
象
者
 

・
町
内
農
地
で
下
仁
田
ね
ぎ
を
生
産

販
売
し
て
い
る
者

【
申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す
】

『
下
仁
田
ね
ぎ
農
家
支
援
事
業
』

●
支
援
要
件

・
令
和
５
年
分
の
下
仁
田
ね
ぎ
作
付

面
積
が
10
a
以
上
、
ま
た
は
、
販
売

金
額
15
万
円
以
上
の
方
が
対
象
で
、

令
和
４
年
分
・
令
和
５
年
分
の
税
申

告
（
確
定
申
告
等
）
を
し
た
方

●
支
援
対
象

・
下
仁
田
ね
ぎ
の
販
売
金
額
の
減
少

割
合
に
乗
じ
て
10
a
あ
た
り
８
万
円

（
上
限
額
は
15
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
業
係
　
☎
64―

8
8
0
6

公
民
館
図
書
室 「
新
刊
図
書
情
報
」

4
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

辻堂魁

辻村深月ほか

萩原規子

多崎礼

平原卓

川口拓監修

ひらのゆきこ

講談社

講談社

講談社

佐伯泰英

千野隆司

幡　大介

あさのあつこ

落合陽一

綿本　彰

講談社ビーシー

ひらきかずお

千野隆司

千野隆司

あさのあつこ

上田秀人

辻堂魁

鈴木おさむ

松本ぷりっつ

健部信明

のぶみ

大木聖子

minchi

講談社

幡　大介

幡　大介

書名

風の市兵衛弐３３　うつ蝉

時ひらく　アンソロジー

源氏物語　紫の結び１

レーエンデ国物語

読まずに死ねない哲学名著５０冊

どっちが強い！？Wオオジロザメの襲撃

おばけのやだもん

あそんでまなぶ２さいのえほん

あそんでまなぶ３さいのえほん

イッツ・ア・スモールワールド

芋洗河岸　1巻～2巻

鉞ばばあと孫娘賃金始末　まがいもの

大富豪同心　八巻卯之吉放蕩記

碧空の音

過去を「巨視」して未来を考える

ヨガを楽しむ教科書

書名

はじめてのきょうりゅうずかん

ぴかぴかとことこ

おれは一万石　1巻～6巻

めおと旅籠繁盛記

闇医者おゑん秘録帖　1巻～2巻

旗本出世双六１　振り出し

雇足軽八州御用

もう明日が待っている

うちはおっぺけ９

異種最強王図鑑　天界頂上決戦編

3ふんでねむくなるえほん

巨大地震のサバイバル

いっさいはん

モンスターズ・インク

大富豪同心　卯之吉子守唄

大富豪同心　贋の小判に流れ星

千野隆司

秋川滝美

千野隆司

坂岡　真

小杉健治

西條奈加

ヨシタケシンスケ

恩田　陸

森永卓郎

森永卓郎

ヨシタケシンスケ

矢部太郎

きむらゆういち

森　はるな

森　はるな

書名

おれは一万石7～8　

きよのお江戸料理日記５

鉞ばばあと孫娘賃金始末

うぽっぽ同心十手綴り最終巻 かじけ鳥

情け深川恋女房４　お伊勢参り

姥玉みっつ

おしごとそうだんセンター

spring

書いてはいけない

ザイム真理教

自分だけの「フシギ」を見つけよう！

プレゼントでできている

ふしぎなみけねこびん

シンデレラ

白雪姫

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社

著者名又は
出版社
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行政情報行政情報

　
群
馬
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
、
下
仁
田
町
の
情
報
が
見
ら
れ
ま
す
。
災
害

情
報
や
各
種
手
続
き
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
幅
広
く
配
信
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

群
馬
テ
レ
ビ（
3
c
h
）で
ｄ
ボ
タ
ン
！

〜
災
害
時
の
避
難
情
報
か
ら
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
ま
で
〜

群
馬
テ
レ
ビ（
3
c
h
）で
ｄ
ボ
タ
ン
！

〜
災
害
時
の
避
難
情
報
か
ら
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
ま
で
〜

　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
２
階

を
乳
幼
児
専
用
プ
レ
イ
ル
ー
ム
と
し

て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
お
も
ち
ゃ
を
複
数
追
加
し

ま
し
た
の
で
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
☆

※
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
祝
祭
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82―

５
４
９
０

『
か
る
が
も
広
場
』
に
新
し
い
お
も
ち
ゃ
を

追
加
し
ま
し
た
！

『
か
る
が
も
広
場
』
に
新
し
い
お
も
ち
ゃ
を

追
加
し
ま
し
た
！

お魚の知育パズルお魚の知育パズル お家のボールプールお家のボールプール スイーツカフェのおもちゃスイーツカフェのおもちゃ

個人住民税の定額減税について
　わが国経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令和６年度税制改正において、令和６年分の
所得税及び令和６年度分の個人住民税において定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税の定額減税の概要は以下のとおりです。
●対象となる方
　前年の合計所得金額が 1,805 万円以下の個人住民税所得割の納税義務者
●減税額
　本人、配偶者を含む扶養親族１人につき、１万円
※１　定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
※２　同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年 12月 31日の現況によります。
※３　控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人住民税において１万円の　
　　　定額減税が行われます。
●徴収方法（令和６年度分）
①給与所得に係る特別徴収（給与所得者の方）
令和６年６月分は徴収されず、定額減税「後」
の税額が令和６年７月分～令和７年５月分の
11か月で均されます。

②普通徴収（事業所得者等の方）
定額減税「前」の税額をもとに算出された第１
期分（令和６年６月分）の税額から控除され、
控除しきれない場合は、第２期分（令和６年８
月分）以降の税額から、順次控除されます。

③公的年金等に係る所得に係る特別徴収
（年金所得者の方）
定額減税「前」の税額をもとに算出された令和
６年10月分の特別徴収税額から控除され、控
除しきれない場合は、令和６年12月分以降の
特別徴収税額から、順次控除されます。

●その他
・減税額については、納税通知書の課税明細書又は特別徴収税額通知書の摘要欄に記載があります。定額減税は、
　住宅ローン控除や寄附金税額控除など、全ての控除が行われた後の所得割額から減税されます。
・減税しきれない場合は、別途給付金（調整給付）が支給されます。給付金の詳細は内閣官房ホームページ
　「新たな経済に向けた給付金・定額減税一体措置」をご参照ください。
　( https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/benefit2023/index.html )
・所得税（国税）の定額減税の詳細は、国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」をご参照ください。
　( https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm )
●問い合わせ
住民税務課税務係　☎82-2113（直通）

通
　
常

税
負
担

税
負
担

定
額
減
税
後

R6.  6 R7.  17 8 9 10 11 12 2 3 4 5

６月分は徴収されません

R6.  6 R7.  17 8 9 10 11 12 2 3 4 5

通
　
常

税
負
担

税
負
担

定
額
減
税
後

R6.  6 R7.  18 10

６月分から控除（控除しきれない場合は８月分から順次控除）

R6.  6 R7.  18 10

R6.  4 R7.  26 8 10 12

R6.  4 R7.  26 8 10 12

仮特別徴収税額
（前年度分の税額の1/2を３期分で徴収）

特別徴収税額
（当年度分の税額から仮特別徴収税額を

除いた税額を３期分で徴収）

10月分から控除（控除しきれな
い場合は12月分から順次控除）R5に確定・通知済み

税
負
担

税
負
担

通
　
常

定
額
減
税
後
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で
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。
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お魚の知育パズルお魚の知育パズル お家のボールプールお家のボールプール スイーツカフェのおもちゃスイーツカフェのおもちゃ

個人住民税の定額減税について
　わが国経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令和６年度税制改正において、令和６年分の
所得税及び令和６年度分の個人住民税において定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税の定額減税の概要は以下のとおりです。
●対象となる方
　前年の合計所得金額が 1,805 万円以下の個人住民税所得割の納税義務者
●減税額
　本人、配偶者を含む扶養親族１人につき、１万円
※１　定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
※２　同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年 12月 31日の現況によります。
※３　控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人住民税において１万円の　
　　　定額減税が行われます。
●徴収方法（令和６年度分）
①給与所得に係る特別徴収（給与所得者の方）
令和６年６月分は徴収されず、定額減税「後」
の税額が令和６年７月分～令和７年５月分の
11か月で均されます。

②普通徴収（事業所得者等の方）
定額減税「前」の税額をもとに算出された第１
期分（令和６年６月分）の税額から控除され、
控除しきれない場合は、第２期分（令和６年８
月分）以降の税額から、順次控除されます。

③公的年金等に係る所得に係る特別徴収
（年金所得者の方）
定額減税「前」の税額をもとに算出された令和
６年10月分の特別徴収税額から控除され、控
除しきれない場合は、令和６年12月分以降の
特別徴収税額から、順次控除されます。

●その他
・減税額については、納税通知書の課税明細書又は特別徴収税額通知書の摘要欄に記載があります。定額減税は、
　住宅ローン控除や寄附金税額控除など、全ての控除が行われた後の所得割額から減税されます。
・減税しきれない場合は、別途給付金（調整給付）が支給されます。給付金の詳細は内閣官房ホームページ
　「新たな経済に向けた給付金・定額減税一体措置」をご参照ください。
　( https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/benefit2023/index.html )
・所得税（国税）の定額減税の詳細は、国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」をご参照ください。
　( https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm )
●問い合わせ
住民税務課税務係　☎82-2113（直通）

通
　
常

税
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担

税
負
担

定
額
減
税
後

R6.  6 R7.  17 8 9 10 11 12 2 3 4 5

６月分は徴収されません

R6.  6 R7.  17 8 9 10 11 12 2 3 4 5

通
　
常

税
負
担

税
負
担

定
額
減
税
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R6.  6 R7.  18 10

６月分から控除（控除しきれない場合は８月分から順次控除）

R6.  6 R7.  18 10

R6.  4 R7.  26 8 10 12

R6.  4 R7.  26 8 10 12

仮特別徴収税額
（前年度分の税額の1/2を３期分で徴収）

特別徴収税額
（当年度分の税額から仮特別徴収税額を

除いた税額を３期分で徴収）

10月分から控除（控除しきれな
い場合は12月分から順次控除）R5に確定・通知済み

税
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常
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後

9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた
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名　　称 概　　要 担当課係等

受診方法や健診の内容、健康相談について健診を受けましょう

私たちにできるエコな活動と、エコな活動に対する町の助成制度（有
価物集団回収補助金・生ごみ処理機購入費補助金）等について

ＥＣＯ生活はお得な生活

家庭・事業所の窓際にゴーヤ等のグリーンカーテンを設置し、快適
生活空間を創出する事例の紹介を通じて、温室効果ガス抑制による
地球温暖化防止について啓発を行い、併せて環境保護について理解
を深めます。

クールビズ・ゴーヤのグリーンカーテン
で涼しくおいしく健康に！

保健予防係

19 『食』を通じて町民の皆さんがいきいきと生活できるための計画づく
りです。“食べること”楽しみませんか。

下仁田町食育推進計画について 保健予防係

動物愛護法、狂犬病予防法などに基づいて、愛犬・愛猫の正しい飼い
方、届出・予防注射の意味等を説明すると共に動物愛護一般につい
て啓発を行い、動物と人間との共生について考えます。

ワンちゃん・ニャンちゃんとしあわせ生
活「動物愛護について」

環境係

環境係

野生鳥獣の被害から農作物を守る方法について鳥獣被害防除対策について 農業係

農地の転用、売買など行う場合の制限、手続き等について農地に関係するきまり 農業委員会事務局

起業してみたいけど不安がある、町の支援は何があるんだろう、そう
いったお悩みや質問にお答えいたします。

町の起業支援について 商工観光係

悪質商法の概要及び相談について悪質商法の被害にあわないために 商工観光係

「未来につなぐ水源の町」として、家庭から出るし尿及び雑排水を処
理する浄化槽の普及を目的とした事業の紹介。

水源を守る浄化槽の設置事業 管理係

宮畑浄水場を見学してもらい、飲み水のできるまでを説明宮畑浄水場施設見学 水道係

議会構成、議会運営、請願、陳情について町議会のしくみについて 議会事務局

監査の役割・監査制度の概要監査制度について 議会事務局

環境係

教育委員会所有の軽スポーツ用具等を使用し、体育レクレーション
種目の講習を行う。

軽スポーツ講習会 生涯学習係

学校給食のできるまで学校給食のはなし 学校給食係

公民館内の施設を見学してもらい、利用方法などについて下仁田町公民館施設見学 公民館係

①教育委員会発行の「下仁田の文化財」リーフレットを資料とし、指
定文化財の説明を行う。
②地域に残る口伝や伝承の説明を行う。

下仁田町の文化財紹介 文化財保護係

世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」の構成資産である「荒船風穴」
と経営母体の春秋館について、日本最大の蚕種貯蔵施設として果た
してきた役割や調査した成果などについて説明を行う。

蚕種貯蔵施設としての荒船風穴 文化財保護係

①町内のジオパークの見どころの説明
②現在のジオパーク推進状況などの説明

下仁田ジオパークについて ジオパーク推進係

ごみ処理過程説明、施設見学（搬入・分別・資源化・焼却・最終処分
等）現地説明を想定しているが、出前での説明でも可能です。

家庭から出されたごみの行方 甘楽西部環境衛生
施設組合

し尿・浄化槽汚泥の処理過程の説明
現地説明を想定しているが、出前での説明でも可能です。

町のし尿・浄化槽汚泥の処理 甘楽西部環境衛生
施設組合

家庭等から出された廃棄物のうち、資源として利用可能なものの再
資源化の行われ方について

町における廃棄物の資源化 甘楽西部環境衛生
施設組合

廃棄物の減量化の意義、目的等について廃棄物の減量化について 甘楽西部環境衛生
施設組合

ご要望により内容の調整をします。特製メニュー 企画課地域振興係

　町では、町民の皆さまに町政に対する理解を深めていただくことを目的として、行政出前講座を行って
います。今年度も日々の暮らしの中で役に立つ講座を揃えておりますので、みなさまお誘いあわせの上お
申し込みください！
●お申し込み方法等
　（１）町内に在住、在勤、在学している５人以上の団体、グループで、開催希望日の１４日前までに
「出前講座メニュー」から希望講座を選び、企画課地域振興係に受講申込書を提出してください。（申込
書は企画課にあるほか、町ホームページからもダウンロードできます。）
　（２）会場は申込者側で準備をお願いします。
　（３）開催時間は年末年始を除き、午前９時から午後９時までの間で最大２時間程度です。
　（４）担当職員が１～２名程度で会場へ出向き、説明を行います。
　（５）受講料は無料です。
●注意事項
　（１）質問等その場で即答できないこともあります。
　（２）業務の都合で日時等の希望に添えないこともあります。
　（３）業務の説明を行うもので、苦情、要求、批判等は原則お受けできません。
　（４）政治、宗教、営利を目的とした活動に対してはお受けすることはできません。
●問い合わせ　企画課地域振興係　☎６４－８８０９

出前講座をご利用ください
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11 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 10広
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課 番号
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名　　称 概　　要 担当課係等

制度の役割と内容説明人事院勧告制度について 人事給与係

役場組織機構、各課等の仕事概要説明役場の仕事の概要 行政係

情報公開制度、個人情報制度の説明情報公開・個人情報保護制度について 行政係

選挙制度全般の話選挙制度について 行政係

防災全般の概要説明について防災・減災について 地域安全係

町の歳入・歳出・起債などについて町の財政について 財政係

土地・建物等の固定資産税課税の仕組みについて固定資産税について 資産税係

給与所得者、年金所得者、営業所得者等所得の種類に応じて申告から
課税の仕組みについて

町民税について 税務係

路線バスの運行内容や乗車方法等についてしもにたバス（路線バス）について 地域創生係

平成29年度から10年間にわたる町の将来についての指針、目標、
その実現のための施策

人が輝き、暮らしが輝き、未来が輝くまち
しもにた（第５次総合計画について）

地域創生係

総合戦略に基づく令和２年度から５年間の取り組みについてまち・ひと・しごと創生総合戦略につい
て

地域創生係

国・県・企業等が行う、まちづくりのための補助金についてまちづくりの補助金について 地域振興係

ふるさと納税制度の概要について説明します。町を離れて暮らしてい
る人も、まちづくりに参加できる取組みです。一緒に学びませんか？

ふるさと納税とは？ 地域振興係

地域おこし協力隊の役割や活動内容等について地域おこし協力隊について 地域振興係

空家対策事業の現状と課題について空家の有効活用をしませんか？ 地域振興係

総
務
課

住
民
税
務
課

企
画
課

16

17

18

障害者自立支援制度の仕組や、サービスの内容、申請から認定、利用
まで

障害者自立支援制度のあれこれ 福祉係

高齢化に伴い認知症の割合が増加傾向にある。認知症について理解
し、地域で見守り、本人及び家族が安心して楽しく暮らせるよう普及
啓発する。

認知症サポーター養成講座 包括支援係

地域の見守りの力で高齢者の孤立や孤独死を無くすために地域の見
守り支援について

地域の見守り支援について 包括支援係福
祉
課

令和６年度　行政出前講座メニュ ー
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課 番号

20
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22
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35
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37

38

39

40

41
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名　　称 概　　要 担当課係等

受診方法や健診の内容、健康相談について健診を受けましょう

私たちにできるエコな活動と、エコな活動に対する町の助成制度（有
価物集団回収補助金・生ごみ処理機購入費補助金）等について

ＥＣＯ生活はお得な生活

家庭・事業所の窓際にゴーヤ等のグリーンカーテンを設置し、快適
生活空間を創出する事例の紹介を通じて、温室効果ガス抑制による
地球温暖化防止について啓発を行い、併せて環境保護について理解
を深めます。

クールビズ・ゴーヤのグリーンカーテン
で涼しくおいしく健康に！

保健予防係

19 『食』を通じて町民の皆さんがいきいきと生活できるための計画づく
りです。“食べること”楽しみませんか。

下仁田町食育推進計画について 保健予防係

動物愛護法、狂犬病予防法などに基づいて、愛犬・愛猫の正しい飼い
方、届出・予防注射の意味等を説明すると共に動物愛護一般につい
て啓発を行い、動物と人間との共生について考えます。

ワンちゃん・ニャンちゃんとしあわせ生
活「動物愛護について」

環境係

環境係

野生鳥獣の被害から農作物を守る方法について鳥獣被害防除対策について 農業係

農地の転用、売買など行う場合の制限、手続き等について農地に関係するきまり 農業委員会事務局

起業してみたいけど不安がある、町の支援は何があるんだろう、そう
いったお悩みや質問にお答えいたします。

町の起業支援について 商工観光係

悪質商法の概要及び相談について悪質商法の被害にあわないために 商工観光係

「未来につなぐ水源の町」として、家庭から出るし尿及び雑排水を処
理する浄化槽の普及を目的とした事業の紹介。

水源を守る浄化槽の設置事業 管理係

宮畑浄水場を見学してもらい、飲み水のできるまでを説明宮畑浄水場施設見学 水道係

議会構成、議会運営、請願、陳情について町議会のしくみについて 議会事務局

監査の役割・監査制度の概要監査制度について 議会事務局

環境係

教育委員会所有の軽スポーツ用具等を使用し、体育レクレーション
種目の講習を行う。

軽スポーツ講習会 生涯学習係

学校給食のできるまで学校給食のはなし 学校給食係

公民館内の施設を見学してもらい、利用方法などについて下仁田町公民館施設見学 公民館係

①教育委員会発行の「下仁田の文化財」リーフレットを資料とし、指
定文化財の説明を行う。
②地域に残る口伝や伝承の説明を行う。

下仁田町の文化財紹介 文化財保護係

世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」の構成資産である「荒船風穴」
と経営母体の春秋館について、日本最大の蚕種貯蔵施設として果た
してきた役割や調査した成果などについて説明を行う。

蚕種貯蔵施設としての荒船風穴 文化財保護係

①町内のジオパークの見どころの説明
②現在のジオパーク推進状況などの説明

下仁田ジオパークについて ジオパーク推進係

ごみ処理過程説明、施設見学（搬入・分別・資源化・焼却・最終処分
等）現地説明を想定しているが、出前での説明でも可能です。

家庭から出されたごみの行方 甘楽西部環境衛生
施設組合

し尿・浄化槽汚泥の処理過程の説明
現地説明を想定しているが、出前での説明でも可能です。

町のし尿・浄化槽汚泥の処理 甘楽西部環境衛生
施設組合

家庭等から出された廃棄物のうち、資源として利用可能なものの再
資源化の行われ方について

町における廃棄物の資源化 甘楽西部環境衛生
施設組合

廃棄物の減量化の意義、目的等について廃棄物の減量化について 甘楽西部環境衛生
施設組合

ご要望により内容の調整をします。特製メニュー 企画課地域振興係

　町では、町民の皆さまに町政に対する理解を深めていただくことを目的として、行政出前講座を行って
います。今年度も日々の暮らしの中で役に立つ講座を揃えておりますので、みなさまお誘いあわせの上お
申し込みください！
●お申し込み方法等
　（１）町内に在住、在勤、在学している５人以上の団体、グループで、開催希望日の１４日前までに
「出前講座メニュー」から希望講座を選び、企画課地域振興係に受講申込書を提出してください。（申込
書は企画課にあるほか、町ホームページからもダウンロードできます。）
　（２）会場は申込者側で準備をお願いします。
　（３）開催時間は年末年始を除き、午前９時から午後９時までの間で最大２時間程度です。
　（４）担当職員が１～２名程度で会場へ出向き、説明を行います。
　（５）受講料は無料です。
●注意事項
　（１）質問等その場で即答できないこともあります。
　（２）業務の都合で日時等の希望に添えないこともあります。
　（３）業務の説明を行うもので、苦情、要求、批判等は原則お受けできません。
　（４）政治、宗教、営利を目的とした活動に対してはお受けすることはできません。
●問い合わせ　企画課地域振興係　☎６４－８８０９

出前講座をご利用ください
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11 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 10広
報しもにた

課 番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

名　　称 概　　要 担当課係等

制度の役割と内容説明人事院勧告制度について 人事給与係

役場組織機構、各課等の仕事概要説明役場の仕事の概要 行政係

情報公開制度、個人情報制度の説明情報公開・個人情報保護制度について 行政係

選挙制度全般の話選挙制度について 行政係

防災全般の概要説明について防災・減災について 地域安全係

町の歳入・歳出・起債などについて町の財政について 財政係

土地・建物等の固定資産税課税の仕組みについて固定資産税について 資産税係

給与所得者、年金所得者、営業所得者等所得の種類に応じて申告から
課税の仕組みについて

町民税について 税務係

路線バスの運行内容や乗車方法等についてしもにたバス（路線バス）について 地域創生係

平成29年度から10年間にわたる町の将来についての指針、目標、
その実現のための施策

人が輝き、暮らしが輝き、未来が輝くまち
しもにた（第５次総合計画について）

地域創生係

総合戦略に基づく令和２年度から５年間の取り組みについてまち・ひと・しごと創生総合戦略につい
て

地域創生係

国・県・企業等が行う、まちづくりのための補助金についてまちづくりの補助金について 地域振興係

ふるさと納税制度の概要について説明します。町を離れて暮らしてい
る人も、まちづくりに参加できる取組みです。一緒に学びませんか？

ふるさと納税とは？ 地域振興係

地域おこし協力隊の役割や活動内容等について地域おこし協力隊について 地域振興係

空家対策事業の現状と課題について空家の有効活用をしませんか？ 地域振興係
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障害者自立支援制度の仕組や、サービスの内容、申請から認定、利用
まで

障害者自立支援制度のあれこれ 福祉係

高齢化に伴い認知症の割合が増加傾向にある。認知症について理解
し、地域で見守り、本人及び家族が安心して楽しく暮らせるよう普及
啓発する。

認知症サポーター養成講座 包括支援係

地域の見守りの力で高齢者の孤立や孤独死を無くすために地域の見
守り支援について

地域の見守り支援について 包括支援係福
祉
課

令和６年度　行政出前講座メニュ ー



女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～6月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～6月イベントのご案内～

お知らせお知らせ

関連イベント関連イベント

♦高橋 操（たかはし みさお）「ピアノコンサート」

●日　時：令和６年６月１５日（土）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦高橋 美清（たかはし びせい）「尼僧による青空説法」

●日　時：令和６年６月１５日（土）１３：００～　※懇親会を予定
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要（ぐんま鉱山研究会ご協力）

♦里見 哲夫（植物学者）による「遊びと学びの自然教室」＜講　座＞

●日　時：令和６年６月２９日（土）１３：３０～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦画家　黛 一子の談話室「本宿回想記２」＜講　座＞

●日　時：令和６年６月２９日（土）１３：００～（１時間半程度）
●費　用：３，０００円／人（材料費込み）　※事前のお申込みが必要（～６／２１まで）
※作った寄せ植えはお持ち帰りいただけます。
※日程が合わず参加できない方で鉢植えのみご注文ご希望の方はお問合せください。

♦多田 欣也による「ガーデニング教室」～春の花の寄せ植え～

●日　時：令和６年６月２９日（土）
＜講　座＞１０：００～１０：４０「ねぎぼうず里山の梅雨期の花」
＜散　策＞１１：００～１２：３０「ねぎぼうず周辺の里山小道を歩く」
●費　用：無料　※事前のお申込みが必要（先着１５名、講座と散策どちらかだけでも参加可）

♦森林インストラクター　黛 治男による「里山クラブ」

●日　時：令和６年６月１５日（土）１０：００～１６：００
●費　用：１，０００円／１０分　
※事前のお申込みが必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～

●開催期間：令和６年４月２７日（土）から１年間
●開催場所：女性村ねぎぼうず（旧 西牧小学校）下仁田町大字西野牧４６４１－１
●開催日：土・日・祝日　※平日に団体で来館希望の場合はお問合せください。
●開館時間：１０：００～１５：００
●観覧料：無料

女性村ねぎぼうずでは、『走り続けて１３０年～上信電鉄歴史展～』・『絵手紙展』を開催しております。

●開催日時：令和６年７月２０日（土）８：００～１６：３０頃を予定
●集合場所：高崎駅西口、上信電鉄改札駅口前に８時集合
●参加者限定５０組（保護者１名・小学生１名の２名１組でお申込み下さい）
　○参加者は森の妖精コスプレ　○女性村ねぎぼうず(旧 西牧小学校)でコスプレ審査・授賞式
※お問合せ・お申込み
（株）上信観光バス　本社営業所　TEL０２７－３２５－５９２１　FAX０２７－３２５－０５１５　mail：jkb-jom@dan.wind.ne.jp

『キッズコスプレトレイン』あなたもなれる！森の妖精に大変身！！ 上信電鉄内にて妖精たちのコレクション審査会

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。（「里山クラブ」の自然散策は移動あり）
※イベントにつきましては、諸事情により日程変更や中止になる可能性がございます。
ご参加の際は、事前に当協会ホームページまたはお電話にて最新情報をご確認ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

●日　時：令和６年６月８日（土）１４：００～
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要
●ゲスト：高橋 美清(たかはし びせい)

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　４月６日（土）季節を感じるジオツアー第１弾「満
開の桜と日本三大奇勝『妙義山』を巡る」を開催し
ました。
　今年は桜には少し早かったですが、中之嶽神社か
ら見晴台までの間を、奇岩のいわれや神社の歴史な
どをジオガイドや中之嶽神社宮司さんに説明いただき
ながら、参加した皆様にツアーをお楽しみいただきま
した。

　６月のジオの日清掃ははねこし
峡付近で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もあ
りますので、ぜひご参加ください。

●日　時　６月２０日（木）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　はねこし峡　駐車場
●持ち物　軍手、長靴など作業し
　　　　　やすい服装、帽子

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
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Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー

●日　時　６月１５日（土）９：００～１１：００
●集　合　下仁田あじさい園駐車場
●参加費　８００円（下仁田あじさい園協力金含む）
●持ち物・服装　動きやすい服装・飲み物・帽子
●定　員　２０名
申し込みは前日までに下仁田町自然史館へ

季節を感じる下仁田ジオツアー　第２弾 「関東一を目指すあじさい園と
　　　　　　　鏑川が作った段丘を巡る」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

青岩公園の川原の石パンフを
使ったツアーが行われています！
青岩公園の川原の石パンフを
使ったツアーが行われています！
　下仁田自然学校により、青岩公園で見られ
る色とりどりの石を紹介したパンフレットが
作成されました。
　作成には下仁田ジオパークの会も協力いた
だき、青岩公園での体験活動に参加した人に
分かり易いものができました。
　今年度、このパンフレットを
使って多くの学生の実習受け入
れが始まっています。

13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 1212広
報しもにた
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平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
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第475号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

　モザイクタイルを使って世界で一つだけのオリジナル作品を作ってみませんか？
今回は、花台とトレイを作ります。花台のサイズは、21㎝×21㎝ 高さ23㎝
※注：花台とトレイの木部の色（茶色または白）は申込の際に決めていただきます。
●日　時　６月２７日（木）：１回目（花台）
　　　　　７月１１日（木）：２回目（トレイ）
　　　　　各回午後1時３０分から3時３０分まで　
●講　師　塚田 由美先生（高崎市）
●参加費　各１，２００円　　 ●定　員　先着１５人
●持ち物　エプロン　　　　　●会　場　３階大会議室
●申込期間　６月３日（月）から６月２０日（木）まで
●申込方法　☎８２－３５３５

クラフトタイル教室　参加者募集クラフトタイル教室　参加者募集～暮しに彩を！～～暮しに彩を！～

トレイの例です

花台の例です

　公民館図書室では、月２回、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を開催します。今月は『紙芝居』で
す。楽しい絵本がいっぱいの図書室へお子様とご一緒にお気軽にお出かけください。
●期　日　６月１２日・２６日（第２・第４水曜日）
●時　間　午前１０時～（午前の部）　午後３時～（午後の部）　約１０分程度
　開始時間は、あくまでも目安です。午後の部は、午後４時３０分までの間、ご希望によりお声掛けをいただけれ
ば、随時職員が対応します。
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室

図書室掲示板図書室掲示板
紙芝居開催のお知らせ紙芝居開催のお知らせ

　華麗に花開く源氏物語の世界にあなたも誘われてみませんか？楽しくわかりやすい説明ですので、きっと、魅惑
の世界へ惹き込まれることと思います。
●日　時　７月２日、８月６日、９月３日の各第１火曜日　午前１０時３０分～１２時
　　　　　○第１回：「物語」（ものがたり）って何？　○第２回：「若紫」巻が評価された理由
　　　　　○第３回：『源氏物語』は中宮彰子のために執筆された
●場　所　下仁田町公民館　３階　大会議室　●講　師　河地 修先生（東洋大学名誉教授）
●定　員　２０人（先着順）　　　　　　　　　●対　象　成人
●受講料　無料　　　　　　　　　　　　　　●募　集　６月３日（月）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

雅な世界『源氏物語』に親しむ講座　参加者募集！雅な世界『源氏物語』に親しむ講座　参加者募集！『源氏物語』は
おもしろい!
『源氏物語』は
おもしろい!
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国
民
年
金
の
付
加

保
険
料
納
付
制
度
の

ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
多
く
の
老
齢
年
金

の
給
付
を
受
け
る
為
に
、
国
民
年

金
加
入
者
や
65
歳
に
な
る
ま
で
の

任
意
加
入
者
の
方
は
、
ご
希
望
に

よ
り
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
て

月
額
４
０
０
円
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付

加
年
金
の
年
金
額
は
２
０
０
円×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
で
す
。

【
例
】
40
歳
か
ら
60
ま
で
の
20
年

（
２
４
０
ヵ
月
）
付
加
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
、
２
０
０
円×

２

４
０
月
＝
４
８
，
０
０
０
円
（
年

額
）
が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基

礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
方
や
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
方
は
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
納
付

制
度
へ
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
て
申
請
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５
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令
和
5
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
５
年
度
の
も
の
で

す
。

　
私
は
心
臓
の
病
気
を
も
って
産
ま
れ
て
き
ま
し
た
。産

ま
れ
た
時
は
心
臓
に
三
つ
の
穴
が
空
い
て
い
て
、う
ま
く
い

け
ば
そ
の
穴
は
成
長
と
共
に
ふ
さ
が
る
か
も
し
れ
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
に
は
周
り
の
人
の

た
く
さ
ん
の
努
力
が
必
要
で
し
た
。父
と
母
は
病
院
の

先
生
か
ら「
泣
か
さ
ず
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。泣
く
こ
と

で
心
臓
に
負
荷
が
か
か
り
、穴
が
ふ
さ
が
り
に
く
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。重
症
に
な
って
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
。」

と
言
わ
れ
、昼
で
も
夜
中
で
も
少
し
で
も
グ
ズ
れ
ば
抱
っ

こ
し
、あ
や
し
、お
っ
ぱ
い
を
あ
げ
た
そ
う
で
す
。お
か
げ

で
二
つ
の
穴
は
自
然
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し

か
し
、も
う
一つ
の
直
径
三
ミ
リ
の
穴
は
今
で
も
私
の
心
臓

に
残
って
い
ま
す
。

　
小
さ
な
頃
か
ら
病
院
に
通
う
の
が
日
課
だ
っ
た
私
は
、

二
歳
の
頃
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
、心
電
図
、心
臓
エ
コ
ー
を
ひ

と
り
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。病
院

に
行
き
上
手
に
検
査
で
き
る
と
看
護
師
さ
ん
や
他
の
患

者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
ほ
め
て
く
れ
る
の
で
私
は
病
院
に
い

く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。し
か
し
、いつ
し
か
周
り
人
た
ち

の
言
葉
に
い
わ
か
ん
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に

小
さ
い
の
に
検
査
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
に
」「
小
さ
い
子
が

病
気
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
。が
ん
ば
っ
て
ね
。」こ
れ
ら
の

言
葉
に
私
って
か
わ
い
そ
う
み
え
る
の
か
な
？
私
は
み
ん

な
に
み
じ
め
に
思
わ
れ
て
い
る
の
か
な
？
と
感
じ
る
よ
う

な
り
ま
し
た
。

　
私
に
は
二
歳
上
の
姉
が
い
ま
す
。姉
は
私
が
赤
ち
ゃ
ん

の
頃
か
ら
私
の
心
臓
外
来
に
必
ず
付
き
添
って
く
れ
て
い

ま
し
た
。両
親
が
私
を
泣
か
せ
な
い
よ
う
に
必
死
で
育
て

て
い
る
姿
を
見
て
、姉
は
た
く
さ
ん
の
我
慢
を
し
て
き
た

と
思
い
ま
す
。で
も
姉
は一度
も
そ
の
事
で
両
親
や
私
を

せ
め
た
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
姉
に
わ
た
し
の

い
わ
か
ん
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
わ
た
し
は
心
臓

に
病
気
が
あ
る
か
ら
か
わ
い
そ
う
に
見
え
る
の
か
な
？
」

と
。姉
は
ま
っ
す
ぐ
私
を
見
て
言
い
ま
し
た
。「
そ
れ
は
、

ら
ん
が
決
め
て
い
い
ん
だ
よ
。ら
ん
が
幸
せ
か
ど
う
か
な

ん
て
誰
に
も
決
め
る
権
利
な
い
。ら
ん
だ
け
が
決
め
て
い

い
の
。」と
言
い
ま
し
た
。私
は
そ
の
言
葉
に
と
て
も
は
げ

ま
さ
れ
ま
し
た
。私
の
こ
と
は
私
が
決
め
て
いい
。私
だ
け

が
決
め
て
い
い
。か
わ
い
そ
う
と
思
わ
れ
て
も
私
が
幸
せ

と
感
じ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
だ
と
。実
際
私
は
と
て

も
幸
せ
で
す
。だ
か
ら
ど
う
か
、病
気
が
あ
る
か
ら
と

言
って「
か
わ
い
そ
う
」と
決
め
つ
け
た
言
葉
を
言
わ
な
い

で
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。悪
気
の
な
い
、一見
や
さ
し
そ

う
な
こ
の
言
葉
に
傷
つ
く
人
が
い
る
事
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
の
で
す
。

　
人
は
ど
ん
な
言
葉
で
傷
つ
き
、悲
し
む
の
か
そ
れ
ぞ
れ

に
違
い
ま
す
。だ
か
ら
私
は「
こ
れ
を
言
っ
た
ら
相
手
は

ど
う
感
じ
る
か
な
」と
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
相

手
を
理
解
し
た
い
と
い
う
一生
懸
命
な
気
持
ち
を
込
め
た

言
葉
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
、姉
が
言
って
く
れ
た
言
葉
を
大
切
に
、こ
れ
か
ら
も

わ
た
し
の
こ
と
は
私
が
決
め
、胸
を
は
って
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

作文
最優秀賞

わ
た
し
の
こ
と
下
仁
田
小
学
校

　五
年

　
　岩
井

　ら
ん

い
わ
い

ひ
ら
や
な
ぎ

の
ぞ
み

しもやま たきじ

作文
最優秀賞

感
謝
の
気
持
ち
下
仁
田
中
学
校

　二
年

　
　平
栁

　望
美

　
み
な
さ
ん
が
、学
校
に
通
え
て
い
る
こ
と
、ご
飯
を
食
べ

ら
れ
る
こ
と
、健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
は
、誰
の
お
か
げ
で

し
ょ
う
か
？
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
皆
さ
ん
の
両
親
の

お
か
げ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
こ
と
を
両
親
に
感

謝
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
。私
は
心
の
な
か
で

思
って
い
て
も
言
葉
に
し
て
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
改
め
て「
いつ
も
あ
り
が
と
う
」

な
ど
と
言
い
慣
れ
な
い
言
葉
を
言
う
と
恥
ず
か
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た

り
、両
親
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が「
当
た
り
前
」に

な
って
い
る
た
め
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
り
、き
っ
か
け
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、い
ま
を
生
き
て
い
ま
す
。い
ま
を
生
き
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
は
沢
山
の
人
の
お
か
げ
で
す
。そ
の
中

で
も
一番
お
世
話
に
な
って
い
る
の
は
両
親
二
人
で
す
。両

親
二
人
が
働
い
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、生
き
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。働
か
な
い
と
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
って
い
る
た
め
、両
親

が
働
い
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。私
は
そ
う
で
す
。み
な
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

　
私
の
親
は
、二
人
と
も
介
護
施
設
で
働
い
て
い
る
介
護

職
員
で
す
。高
齢
者
の
方
を
介
護
し
て
い
る
た
め
親
族
の

方
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
そ

う
で
す
。時
々
、親
族
の
方
か
ら
食
べ
物
な
ど
を
も
ら
っ
た

り
し
ま
す
。し
か
し
、仕
事
は
仕
事
で
す
。夜
遅
く
に

帰
って
く
る
こ
と
や
、夜
遅
く
に
で
て
昼
頃
に
帰
って
く
る

こ
と（
夜
勤
）も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。休
み
の
日
も
ゆ
っ

く
り
休
み
た
い
だ
ろ
う
に
部
活
の
送
り
迎
え
を
し
て
く

れ
た
り
、行
き
た
い
と
こ
ろ
に
と
き
ど
き
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
し
か
し
、お
母
さ
ん
に
対
し
て
は
、無
理
や
り
朝
起
こ

し
た
り
、兄
弟
喧
嘩
を
し
た
と
き
に
弟
が
悪
い
の
に
私
だ

け
を
攻
め
た
り
、姉
な
ん
だ
か
ら
物
を
貸
し
て
あ
げ
な

さ
い
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、う
ざ
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。で
も
改
め
て
考
え
て
み
る
と
全
て
私
の

こ
と
を
思
って
言
って
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
、更
に
感

謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
以
外
の
も
の
に
も
感
謝
は
大
切
で
す
。例
え
ば
、お

肉
な
ど
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
自
然
の
恵
み
、働
い
て
く

れ
る
人
々
な
ど
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。野
菜
や
魚
も

そ
う
で
す
。日
本
は
飢
餓
が
少
な
く
、お
腹
いっ
ぱ
い
に
ご

飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、今
現
在
、世
界

中
の
約
一
割
の
人
々
が
ご
飯
を
十
分
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ず
、今
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と

も
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
は
感
謝
し
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　
み
な
さ
ん
は
、友
達
や
家
族
に「
あ
り
が
と
う
」や
、感

謝
の
気
持
を
伝
え
ら
れ
る
と
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た

り
、嬉
し
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私

は
嬉
し
く
な
っ
た
り
、温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
ま
す
。

な
の
で
私
は
、周
り
の
人
に
何
か
を
し
て
も
ら
っ
た
と
き

は
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、気
持
ち
の
こ
も
っ
た
感
謝
の
言
葉
と
、気
持

ち
の
こ
も
って
い
な
い
感
謝
の
言
葉
で
は
や
は
り
、気
持
ち

の
こ
も
っ
た
感
謝
の
言
葉
の
ほ
う
が
嬉
し
い
で
す
。な
の
で

多ようせい
　　みとめて広がる
　　　　あかるいみらい

下仁田小学校　2年　　下山　汰鬼士

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

私
は
、こ
れ
ま
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
き
は
笑
顔

で
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。「
いつ
も

あ
り
が
と
う
」と
。
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令
和
5
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
５
年
度
の
も
の
で

す
。

　
私
は
心
臓
の
病
気
を
も
って
産
ま
れ
て
き
ま
し
た
。産

ま
れ
た
時
は
心
臓
に
三
つ
の
穴
が
空
い
て
い
て
、う
ま
く
い

け
ば
そ
の
穴
は
成
長
と
共
に
ふ
さ
が
る
か
も
し
れ
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
に
は
周
り
の
人
の

た
く
さ
ん
の
努
力
が
必
要
で
し
た
。父
と
母
は
病
院
の

先
生
か
ら「
泣
か
さ
ず
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。泣
く
こ
と

で
心
臓
に
負
荷
が
か
か
り
、穴
が
ふ
さ
が
り
に
く
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。重
症
に
な
って
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
。」

と
言
わ
れ
、昼
で
も
夜
中
で
も
少
し
で
も
グ
ズ
れ
ば
抱
っ

こ
し
、あ
や
し
、お
っ
ぱ
い
を
あ
げ
た
そ
う
で
す
。お
か
げ

で
二
つ
の
穴
は
自
然
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し

か
し
、も
う
一つ
の
直
径
三
ミ
リ
の
穴
は
今
で
も
私
の
心
臓

に
残
って
い
ま
す
。

　
小
さ
な
頃
か
ら
病
院
に
通
う
の
が
日
課
だ
っ
た
私
は
、

二
歳
の
頃
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
、心
電
図
、心
臓
エ
コ
ー
を
ひ

と
り
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。病
院

に
行
き
上
手
に
検
査
で
き
る
と
看
護
師
さ
ん
や
他
の
患

者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
ほ
め
て
く
れ
る
の
で
私
は
病
院
に
い

く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。し
か
し
、いつ
し
か
周
り
人
た
ち

の
言
葉
に
い
わ
か
ん
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に

小
さ
い
の
に
検
査
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
に
」「
小
さ
い
子
が

病
気
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
。が
ん
ば
っ
て
ね
。」こ
れ
ら
の

言
葉
に
私
って
か
わ
い
そ
う
み
え
る
の
か
な
？
私
は
み
ん

な
に
み
じ
め
に
思
わ
れ
て
い
る
の
か
な
？
と
感
じ
る
よ
う

な
り
ま
し
た
。

　
私
に
は
二
歳
上
の
姉
が
い
ま
す
。姉
は
私
が
赤
ち
ゃ
ん

の
頃
か
ら
私
の
心
臓
外
来
に
必
ず
付
き
添
って
く
れ
て
い

ま
し
た
。両
親
が
私
を
泣
か
せ
な
い
よ
う
に
必
死
で
育
て

て
い
る
姿
を
見
て
、姉
は
た
く
さ
ん
の
我
慢
を
し
て
き
た

と
思
い
ま
す
。で
も
姉
は一度
も
そ
の
事
で
両
親
や
私
を

せ
め
た
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
姉
に
わ
た
し
の

い
わ
か
ん
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
わ
た
し
は
心
臓

に
病
気
が
あ
る
か
ら
か
わ
い
そ
う
に
見
え
る
の
か
な
？
」

と
。姉
は
ま
っ
す
ぐ
私
を
見
て
言
い
ま
し
た
。「
そ
れ
は
、

ら
ん
が
決
め
て
い
い
ん
だ
よ
。ら
ん
が
幸
せ
か
ど
う
か
な

ん
て
誰
に
も
決
め
る
権
利
な
い
。ら
ん
だ
け
が
決
め
て
い

い
の
。」と
言
い
ま
し
た
。私
は
そ
の
言
葉
に
と
て
も
は
げ

ま
さ
れ
ま
し
た
。私
の
こ
と
は
私
が
決
め
て
いい
。私
だ
け

が
決
め
て
い
い
。か
わ
い
そ
う
と
思
わ
れ
て
も
私
が
幸
せ

と
感
じ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
だ
と
。実
際
私
は
と
て

も
幸
せ
で
す
。だ
か
ら
ど
う
か
、病
気
が
あ
る
か
ら
と

言
って「
か
わ
い
そ
う
」と
決
め
つ
け
た
言
葉
を
言
わ
な
い

で
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。悪
気
の
な
い
、一見
や
さ
し
そ

う
な
こ
の
言
葉
に
傷
つ
く
人
が
い
る
事
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
の
で
す
。

　
人
は
ど
ん
な
言
葉
で
傷
つ
き
、悲
し
む
の
か
そ
れ
ぞ
れ

に
違
い
ま
す
。だ
か
ら
私
は「
こ
れ
を
言
っ
た
ら
相
手
は

ど
う
感
じ
る
か
な
」と
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
相

手
を
理
解
し
た
い
と
い
う
一生
懸
命
な
気
持
ち
を
込
め
た

言
葉
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
、姉
が
言
って
く
れ
た
言
葉
を
大
切
に
、こ
れ
か
ら
も

わ
た
し
の
こ
と
は
私
が
決
め
、胸
を
は
って
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

作文
最優秀賞

わ
た
し
の
こ
と
下
仁
田
小
学
校

　五
年

　
　岩
井

　ら
ん

い
わ
い

ひ
ら
や
な
ぎ

の
ぞ
み

しもやま たきじ

作文
最優秀賞

感
謝
の
気
持
ち
下
仁
田
中
学
校

　二
年

　
　平
栁

　望
美

　
み
な
さ
ん
が
、学
校
に
通
え
て
い
る
こ
と
、ご
飯
を
食
べ

ら
れ
る
こ
と
、健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
は
、誰
の
お
か
げ
で

し
ょ
う
か
？
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
皆
さ
ん
の
両
親
の

お
か
げ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
こ
と
を
両
親
に
感

謝
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
。私
は
心
の
な
か
で

思
って
い
て
も
言
葉
に
し
て
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
改
め
て「
いつ
も
あ
り
が
と
う
」

な
ど
と
言
い
慣
れ
な
い
言
葉
を
言
う
と
恥
ず
か
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た

り
、両
親
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が「
当
た
り
前
」に

な
って
い
る
た
め
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
り
、き
っ
か
け
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、い
ま
を
生
き
て
い
ま
す
。い
ま
を
生
き
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
は
沢
山
の
人
の
お
か
げ
で
す
。そ
の
中

で
も
一番
お
世
話
に
な
って
い
る
の
は
両
親
二
人
で
す
。両

親
二
人
が
働
い
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、生
き
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。働
か
な
い
と
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
って
い
る
た
め
、両
親

が
働
い
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。私
は
そ
う
で
す
。み
な
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

　
私
の
親
は
、二
人
と
も
介
護
施
設
で
働
い
て
い
る
介
護

職
員
で
す
。高
齢
者
の
方
を
介
護
し
て
い
る
た
め
親
族
の

方
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
そ

う
で
す
。時
々
、親
族
の
方
か
ら
食
べ
物
な
ど
を
も
ら
っ
た

り
し
ま
す
。し
か
し
、仕
事
は
仕
事
で
す
。夜
遅
く
に

帰
って
く
る
こ
と
や
、夜
遅
く
に
で
て
昼
頃
に
帰
って
く
る

こ
と（
夜
勤
）も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。休
み
の
日
も
ゆ
っ

く
り
休
み
た
い
だ
ろ
う
に
部
活
の
送
り
迎
え
を
し
て
く

れ
た
り
、行
き
た
い
と
こ
ろ
に
と
き
ど
き
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
し
か
し
、お
母
さ
ん
に
対
し
て
は
、無
理
や
り
朝
起
こ

し
た
り
、兄
弟
喧
嘩
を
し
た
と
き
に
弟
が
悪
い
の
に
私
だ

け
を
攻
め
た
り
、姉
な
ん
だ
か
ら
物
を
貸
し
て
あ
げ
な

さ
い
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、う
ざ
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。で
も
改
め
て
考
え
て
み
る
と
全
て
私
の

こ
と
を
思
って
言
って
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
、更
に
感

謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
以
外
の
も
の
に
も
感
謝
は
大
切
で
す
。例
え
ば
、お

肉
な
ど
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
自
然
の
恵
み
、働
い
て
く

れ
る
人
々
な
ど
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。野
菜
や
魚
も

そ
う
で
す
。日
本
は
飢
餓
が
少
な
く
、お
腹
いっ
ぱ
い
に
ご

飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、今
現
在
、世
界

中
の
約
一
割
の
人
々
が
ご
飯
を
十
分
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ず
、今
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と

も
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
は
感
謝
し
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　
み
な
さ
ん
は
、友
達
や
家
族
に「
あ
り
が
と
う
」や
、感

謝
の
気
持
を
伝
え
ら
れ
る
と
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た

り
、嬉
し
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私

は
嬉
し
く
な
っ
た
り
、温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
ま
す
。

な
の
で
私
は
、周
り
の
人
に
何
か
を
し
て
も
ら
っ
た
と
き

は
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、気
持
ち
の
こ
も
っ
た
感
謝
の
言
葉
と
、気
持

ち
の
こ
も
って
い
な
い
感
謝
の
言
葉
で
は
や
は
り
、気
持
ち

の
こ
も
っ
た
感
謝
の
言
葉
の
ほ
う
が
嬉
し
い
で
す
。な
の
で

多ようせい
　　みとめて広がる
　　　　あかるいみらい

下仁田小学校　2年　　下山　汰鬼士

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

私
は
、こ
れ
ま
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
き
は
笑
顔

で
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。「
いつ
も

あ
り
が
と
う
」と
。

17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
子

ど
も
読
書
活
動
の
取
り
組
み
や
課
題

等
を
ふ
ま
え
て
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、「
第
３
次
下
仁
田
町
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
令
和
６
年
4
月
か
ら

令
和
11
年
3
月
の
5
年
間
で
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が

読
書
を
好
き
に
な
り
、
自
主
的
に
読

書
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

乳
幼
児
期
か
ら
子
ど
も
の
成
長
に
応

じ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
本
計
画
の
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
施
設
連
携
と
取
組
内
容
の
拡
充

・
公
民
館
か
ら
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配

付
し
、
乳
幼
児
か
ら
本
に
親
し
む

機
会
を
増
や
す

・
公
民
館
図
書
室
の
整
備
充
実
と
子
ど

も
向
け
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
す
る

・
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
学
校
、
公

民
館
図
書
室
の
連
携
体
制
を
強
化

す
る

・
読
み
聞
か
せ
の
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
を
行
う

②
学
校
に
お
け
る
読
書
推
進
強
化

・
生
涯
に
わ
た
り
読
書
に
親
し
め
る

よ
う
な
読
書
習
慣
の
形
成
を
行
う

・
読
書
体
験
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な

図
書
の
環
境
整
備
を
す
る

【
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　
危
険
物
安
全
週
間
が
６
月
２
日

（
日
）
か
ら
８
日
（
土
）
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
危
険
物
に
関
す
る
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
危
険
物

を
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
の
重
要
性
を

家
族
や
地
域
を
交
え
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
危
険
物
を
新
た
に
取
り

扱
う
場
合
や
取
り
扱
い
方
法
が
変
わ

る
と
消
防
署
へ
の
届
出
や
許
可
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
「
危
険
物
安
全
週
間
推

進
標
語
」

　次
世
代
へ

　
 

つ
な
ご
う
無
事
故
と

　青
い
地
球

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
予
防
課
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6

●
募
集
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に

お
い
て
、「
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と

し
て
働
く
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版
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知
ら
せ
版

●
受
付
期
間

　
令
和
６
年
６
月
３
日
（
月
）
か
ら

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）
ま
で
。

※
個
人
で
６
月
３
日
以
降
に
証
明
書

を
取
得
し
た
方
は
、
令
和
６
年
７
月

31
日
ま
で
。

●
申
請
方
法

富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番
（
火

曜
日
の
み
）
へ
免
許
証
、
印
章
、
証
明

書
代
６
７
０
円
を
持
参
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

　
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

②
銀
章

　
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

③
金
章

　
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

④
金
冠
銀
章

　
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑤
金
冠
金
章

　
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章

　
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

●
表
彰
式

　
令
和
６
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
中
を
予
定
。

●
そ
の
他

　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交
通
安
全
協

会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番
（
火
曜
日
）

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

富
岡
交
通
安
全
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
63
―
２
４
２
４

●
受
験
資
格

①
令
和
６
年
４
月
1
日
に
お
い
て
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令
和

７
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

者
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

●
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日

　
令
和
６
年
９
月
１
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
日

令
和
６
年
10
月
９
日
（
水
）
〜
10

月
18
日
（
金
）
ま
で
の
間
の
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

●
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
申
込
方
法
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説

明
に
従
い
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

●
受
付
期
間
　
令
和
６
年
６
月
14
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
６
月
26
日
（
水
）

﹇
受
信
有
効
﹈

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が

で
き
な
い
環
境
の
場
合
】

●
問
い
合
わ
せ
　
希
望
す
る
第
１
次

試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
（
沖
縄

国
税
事
務
所
）

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、６
月
５
日

（
水
）、
７
日（
金
）、
12
日（
水
）、
26
日

（
水
）、
28
日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
こ
の
た
び
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
６
月
１
日
（
土
）
に
下
仁

田
町
公
民
館
西
牧
分
館
１
階
（
事
務

室
及
び
図
書
室
）
へ
移
転
し
ま
す
。

　
ま
た
、
移
転
に
伴
い
電
話
番
号
及

び
F
A
X
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
新
住
所

下
仁
田
町
大
字
本
宿
３
７
２
５
番
地

下
仁
田
町
公
民
館 

西
牧
分
館
内

●
新
☎
番
号
　
☎
64
―
９
５
３
５

●
新
℻
番
号
　
☎
64
―
９
５
３
６
　

●
主
催
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

●
展
示
教
科
書
　

・
小
学
校（
特
別
支
援
学
校
小
学
部
含

む
）に
つ
い
て
は
、令
和
７
年
度
に
使

用
す
る
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。令

和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で

使
用
す
る
予
定
で
す
。

・
中
学
校（
特
別
支
援
学
校
中
学
部
含

む
）に
つ
い
て
は
、令
和
７
年
度
か
ら

10
年
度
ま
で
使
用
す
る
教
科
書
を

令
和
６
年
度
に
選
ぶ
作
業（
採
択
）

を
行
い
ま
す
。採
択
で
使
用
す
る
見

本
本
を
展
示
し
ま
す
。

●
展
示
会
場

富
岡
市
立
図
書
館

富
岡
市
七
日
市
4
0
0
―
1

☎
62
―
1
7
3
7

●
展
示
期
間

6
月
14
日
（
金
）
〜
7
月
4
日
（
木
）

（
た
だ
し
６
月
15
日
・
22
日
・
23
日
・

30
日
、 

月
曜
日
を
除
く
日
）

○
火
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

○
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
最
終
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

●
利
用
地
域
の
範
囲

甘
楽
郡
、
富
岡
市

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
67
―
7
6
1
9

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
困
り
ご
と
や
悩
み
を
分
か
ち

合
う
交
流
の
場
で
す
。
一
歩
踏
み
出
す

た
め
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
計
画

し
ま
し
た
。
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●
対
象
　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
、

　
　
　
　
ご
家
族
の
方

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
西
牧
分
館

●
日
時
　
毎
月
第
3
木
曜
日 

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

※
8
月
と
3
月
は
、
第
4
木
曜
日
に

な
り
ま
す
。

R
6
年
6
月
20
日
（
木
）

7
月
18
日
（
木
）

8
月
22
日
（
木
）

9
月
19
日
（
木
）

10
月
17
日
（
木
）

11
月
21
日
（
木
）

12
月
19
日
（
木
）

R
7
年
1
月
16
日
（
木
）

2
月
20
日
（
木
）

3
月
27
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
0
2
7
4
―
64
―
9
5
3
5

　
令
和
７
年
度
に
小
学
校
、
中
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
で
使
わ
れ
る
予

定
の
「
文
部
科
学
省
検
定
済
教
科
書
」

を
展
示
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

危
険
物
安
全
週
間

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度

税
務
職
員
採
用
試
験

第
３
次
下
仁
田
町
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
し
た

令
和
６
年 

秋
の
優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰
申
請

ひ
き
こ
も
り
サ
ロ
ン
の

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
使
用
教
科
書

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
移
転
・
電
話
番
号
等

変
更
の
お
知
ら
せ

・
児
童
生
徒
が
主
体
と
な
る
読
書
活

動
を
推
進
す
る

・
他
図
書
館
と
の
連
携
に
よ
る
利
用

可
能
図
書
を
充
実
さ
せ
る

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
デ
ー

タ
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
の
冊
子
は
公
民
館
図

書
室
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
67
―
7
6
1
9

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程
で

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
方
、

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
翌
日
金
曜
日

●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

で
、
当
日
・
途
中
か
ら
の
参
加
も
受

け
付
け
ま
す
。

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）、
テ
ニ
ス
の
で
き

る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込

体
協
テ
ニ
ス
部
長

阪
本
　
☎
82
―
２
９
２
５

斉
藤
　
☎
82
―
３
１
９
３

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

人事院
〈インターネット申込〉

ほ

し
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教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
子

ど
も
読
書
活
動
の
取
り
組
み
や
課
題

等
を
ふ
ま
え
て
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、「
第
３
次
下
仁
田
町
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
令
和
６
年
4
月
か
ら

令
和
11
年
3
月
の
5
年
間
で
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が

読
書
を
好
き
に
な
り
、
自
主
的
に
読

書
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

乳
幼
児
期
か
ら
子
ど
も
の
成
長
に
応

じ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
本
計
画
の
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
施
設
連
携
と
取
組
内
容
の
拡
充

・
公
民
館
か
ら
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配

付
し
、
乳
幼
児
か
ら
本
に
親
し
む

機
会
を
増
や
す

・
公
民
館
図
書
室
の
整
備
充
実
と
子
ど

も
向
け
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
す
る

・
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
学
校
、
公

民
館
図
書
室
の
連
携
体
制
を
強
化

す
る

・
読
み
聞
か
せ
の
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
を
行
う

②
学
校
に
お
け
る
読
書
推
進
強
化

・
生
涯
に
わ
た
り
読
書
に
親
し
め
る

よ
う
な
読
書
習
慣
の
形
成
を
行
う

・
読
書
体
験
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な

図
書
の
環
境
整
備
を
す
る

【
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　
危
険
物
安
全
週
間
が
６
月
２
日

（
日
）
か
ら
８
日
（
土
）
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
危
険
物
に
関
す
る
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
危
険
物

を
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
の
重
要
性
を

家
族
や
地
域
を
交
え
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
危
険
物
を
新
た
に
取
り

扱
う
場
合
や
取
り
扱
い
方
法
が
変
わ

る
と
消
防
署
へ
の
届
出
や
許
可
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
「
危
険
物
安
全
週
間
推

進
標
語
」

　次
世
代
へ

　

 

つ
な
ご
う
無
事
故
と

　青
い
地
球

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
予
防
課
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6

●
募
集
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に

お
い
て
、「
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と

し
て
働
く
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ
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●
受
付
期
間

　
令
和
６
年
６
月
３
日
（
月
）
か
ら

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）
ま
で
。

※
個
人
で
６
月
３
日
以
降
に
証
明
書

を
取
得
し
た
方
は
、
令
和
６
年
７
月

31
日
ま
で
。

●
申
請
方
法

富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番
（
火

曜
日
の
み
）
へ
免
許
証
、
印
章
、
証
明

書
代
６
７
０
円
を
持
参
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

　
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

②
銀
章

　
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

③
金
章

　
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

④
金
冠
銀
章

　
20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑤
金
冠
金
章

　
30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章

　
40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

●
表
彰
式

　
令
和
６
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
中
を
予
定
。

●
そ
の
他

　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交
通
安
全
協

会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番
（
火
曜
日
）

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

富
岡
交
通
安
全
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
63
―
２
４
２
４

●
受
験
資
格

①
令
和
６
年
４
月
1
日
に
お
い
て
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令
和

７
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

者
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

●
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日

　
令
和
６
年
９
月
１
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
日

令
和
６
年
10
月
９
日
（
水
）
〜
10

月
18
日
（
金
）
ま
で
の
間
の
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

●
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
申
込
方
法
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説

明
に
従
い
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

●
受
付
期
間
　
令
和
６
年
６
月
14
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
６
月
26
日
（
水
）

﹇
受
信
有
効
﹈

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が

で
き
な
い
環
境
の
場
合
】

●
問
い
合
わ
せ
　
希
望
す
る
第
１
次

試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
（
沖
縄

国
税
事
務
所
）

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、６
月
５
日

（
水
）、
７
日（
金
）、
12
日（
水
）、
26
日

（
水
）、
28
日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
こ
の
た
び
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
６
月
１
日
（
土
）
に
下
仁

田
町
公
民
館
西
牧
分
館
１
階
（
事
務

室
及
び
図
書
室
）
へ
移
転
し
ま
す
。

　
ま
た
、
移
転
に
伴
い
電
話
番
号
及

び
F
A
X
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
新
住
所

下
仁
田
町
大
字
本
宿
３
７
２
５
番
地

下
仁
田
町
公
民
館 

西
牧
分
館
内

●
新
☎
番
号
　
☎
64
―
９
５
３
５

●
新
℻
番
号
　
☎
64
―
９
５
３
６
　

●
主
催
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

●
展
示
教
科
書
　

・
小
学
校（
特
別
支
援
学
校
小
学
部
含

む
）に
つ
い
て
は
、令
和
７
年
度
に
使

用
す
る
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。令

和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で

使
用
す
る
予
定
で
す
。

・
中
学
校（
特
別
支
援
学
校
中
学
部
含

む
）に
つ
い
て
は
、令
和
７
年
度
か
ら

10
年
度
ま
で
使
用
す
る
教
科
書
を

令
和
６
年
度
に
選
ぶ
作
業（
採
択
）

を
行
い
ま
す
。採
択
で
使
用
す
る
見

本
本
を
展
示
し
ま
す
。

●
展
示
会
場

富
岡
市
立
図
書
館

富
岡
市
七
日
市
4
0
0
―
1

☎
62
―
1
7
3
7

●
展
示
期
間

6
月
14
日
（
金
）
〜
7
月
4
日
（
木
）

（
た
だ
し
６
月
15
日
・
22
日
・
23
日
・

30
日
、 

月
曜
日
を
除
く
日
）

○
火
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

○
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
最
終
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

●
利
用
地
域
の
範
囲

甘
楽
郡
、
富
岡
市

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
67
―
7
6
1
9

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
困
り
ご
と
や
悩
み
を
分
か
ち

合
う
交
流
の
場
で
す
。
一
歩
踏
み
出
す

た
め
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
計
画

し
ま
し
た
。
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●
対
象
　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
、

　
　
　
　
ご
家
族
の
方

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
西
牧
分
館

●
日
時
　
毎
月
第
3
木
曜
日 

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

※
8
月
と
3
月
は
、
第
4
木
曜
日
に

な
り
ま
す
。

R
6
年
6
月
20
日
（
木
）

7
月
18
日
（
木
）

8
月
22
日
（
木
）

9
月
19
日
（
木
）

10
月
17
日
（
木
）

11
月
21
日
（
木
）

12
月
19
日
（
木
）

R
7
年
1
月
16
日
（
木
）

2
月
20
日
（
木
）

3
月
27
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
0
2
7
4
―
64
―
9
5
3
5

　
令
和
７
年
度
に
小
学
校
、
中
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
で
使
わ
れ
る
予

定
の
「
文
部
科
学
省
検
定
済
教
科
書
」

を
展
示
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

危
険
物
安
全
週
間

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度

税
務
職
員
採
用
試
験

第
３
次
下
仁
田
町
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
し
た

令
和
６
年 

秋
の
優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰
申
請

ひ
き
こ
も
り
サ
ロ
ン
の

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
使
用
教
科
書

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
移
転
・
電
話
番
号
等

変
更
の
お
知
ら
せ

・
児
童
生
徒
が
主
体
と
な
る
読
書
活

動
を
推
進
す
る

・
他
図
書
館
と
の
連
携
に
よ
る
利
用

可
能
図
書
を
充
実
さ
せ
る

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
デ
ー

タ
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
の
冊
子
は
公
民
館
図

書
室
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
67
―
7
6
1
9

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程
で

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
方
、

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
翌
日
金
曜
日

●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

で
、
当
日
・
途
中
か
ら
の
参
加
も
受

け
付
け
ま
す
。

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）、
テ
ニ
ス
の
で
き

る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込

体
協
テ
ニ
ス
部
長

阪
本
　
☎
82
―
２
９
２
５

斉
藤
　
☎
82
―
３
１
９
３

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

人事院
〈インターネット申込〉

ほ

し
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相
続
や
労
働
問
題
、
税
金
等
に
関

す
る
こ
と
や
、
国
の
行
政
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
６
年
６
月
26
日
（
水
）
午
後
１

時
〜
３
時
（
受
付
は
２
時
ま
で
）

●
会
場

　富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
３
階
会
議
室
（
富
岡
市
七
日
市

４
０
０―

１
）

●
相
談
内
容
　相
続
、
税
金
、
登
記
手

続
、
労
働
問
題
、
離
婚
、
貸
金
ト
ラ
ブ

ル
、
年
金
、
農
地
転
用
等
に
関
す
る
相

談
。国
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
、意
見
・

要
望
、照
会

●
参
加
予
定
機
関
　前
橋
地
方
法
務

局
、群
馬
労
働
局
、富
岡
市
、高
崎
年
金
事
務

所
、弁
護
士
、税
理
士
、司
法
書
士
、行
政
書

士
、行
政
相
談
委
員
、行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

●
相
談
方
法

　予
約
不
要
・
当
日
先

着
順
（
来
場
者
多
数
の
場
合
は
、
相

談
人
数
を
制
限
）

●
そ
の
他

①
相
談
時
間
は
20
分
以
内
で
す
。

②
受
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
や
相
談
で
き

な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
省
群
馬
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
２
７―

２
２
１―

１
１
０
０

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
間
に
合
わ

せ
て
、
６
月
は
毎
朝
小
中
学
生
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
校
す

る
子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
一
日
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
せ
ん
か
？

●
場
所

下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル
前
ロ
ー
タ
リ
ー

●
日
時
　
６
月
の
平
日
（
20
日
間
）

・
１
日
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
！！

　
午
前
７
時
45
〜
８
時
頃
ま
で

・
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

・
午
前
７
時
40
分
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
付

近
に
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
の
で
、参
加

さ
れ
る
方
は
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

・
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、公
民
館
前

の
駐
車
場
、ま
た
は
こ
ん
に
ゃ
く
道

場
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
災
害
等
に
よ
り
登
校
時
間
が
変
更

さ
れ
た
場
合
は
そ
の
日
の
見
守
り
活

動
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

見
守
り・あ
い
さ
つ
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
中

そ
の
困
り
ご
と
、相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
一日
合
同
行
政
相
談
所
」を
開
催 

里
見
哲
夫

白
石
工
業
に
感
謝

白
石
工
業
に
感
謝

　
下
仁
田
町
に
、
創
業
よ
り
地
域
に

永
年
貢
献
し
て
い
る
企
業
は
白
石
工

業
の
み
で
す
。
特
に
、
白
石
工
業
の

貢
献
度
は
地
域
に
と
り
ま
し
て
大
き

な
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
廃
校
と
な
っ
て
い
ま
す
青
倉
小

学
校
跡
に
は
二
宮
金
次
郎
の
像
が
、

図
書
室
内
に
は
白
石
文
庫
と
し
て
沢

山
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
跡
倉
の
交
差
点
脇
の
道

路
端
に
は
、
祭
典
用
の
旗
を
立
て
る

支
柱
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
白
石

工
業
寄
贈
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
実
は
、
青
倉
小
学
校
の
校
門
を

入
っ
た
左
に
は
二
宮
金
次
郎
像
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
反
対

側
に
石
像
と
し
て
移
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
校
門
を
入
っ
て
す
ぐ

左
側
に
二
宮
金
次
郎
像
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
の
は
１
９
３
３
年
（
昭
和

８
）
で
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、

白
石
恒
二
ご
夫
妻
の
銀
婚
式
と
白
石

工
業
貮
拾
五
周
年
を
記
念
し
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
時
の
記
念

写
真
に
は
寄
贈
者
白
石
恒
二
ご
夫

妻
、
村
長
、
校
長
下
山
正
雄
、
首
席

訓
導
里
見
治
雄
他
職
員
、
村
の
関
係

者
等
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
参
加
者
一
同
に
は
二
宮
金
次
郎
像

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
台
座
の
裏
に

は
、
「
常
務
取
締
役
為
白
石
工
業
　

並
銀
婚
式
　
白
石
恒
二
　
創
業
貮
拾

五
周
年
記
念
贈
之
号
・
恒
堂
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
二
宮
金
次
郎
と
は
、
１
７
８
７
年

（
天
明
７
）
神
奈
川
県
小
田
原
に
生

ま
れ
ま
し
て
、
徳
川
幕
府
崩
壊
期
に

農
村
復
興
の
た
め
大
活
躍
を
し
た
人

で
す
。
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
ま
し

た
が
暴
風
雨
で
田
畑
を
失
い
、
父
は

病
弱
で
14
才
の
時
に
死
別
し
ま
し

た
。
18
才
の
時
に
母
を
失
い
、
極
貧

の
生
活
と
な
り
ま
し
て
兄
弟
３
人
は

そ
れ
ぞ
れ
親
戚
の
家
に
預
け
ら
れ
ま

し
て
離
散
し
ま
し
た
。
同
少
年
は
学

問
好
き
で
暇
を
み
つ
け
て
は
読
書
し

て
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
伯
父
の
家

で
一
生
懸
命
働
い
て
生
家
を
復
興
さ

せ
ま
し
て
、
小
田
原
藩
家
老
の
家
を

建
て
直
し
、
つ
い
に
は
小
田
原
藩
の

財
政
再
建
を
し
て
武
士
の
身
分
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
宮
金
次
郎
像
と
は
、
昭
和
の
初

め
の
不
景
気
時
代
「
報
徳※

」
の
手

本
と
し
て
、
そ
の
少
年
像
（
薪
を
背

負
っ
て
読
書
し
て
い
る
姿
）
が
全
国

各
地
の
小
学
校
等
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
の
像
は
金
属
性
で
し
た

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
軍
事
に
必

要
な
金
属
が
不
足
と
な
っ
て
強
制
的

に
収
集
さ
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
石

像
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
像
と
な
っ
て
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
）
白
石
工

業
は
い
ち
早
く
青
倉
小
学
校
に
、
白

石
恒
二
常
務
取
締
役
の
銀
婚
式
と
創

業
貮
拾
五
周
年
を
記
念
し
て
二
宮
金

次
郎
像
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

で
も
最
も
速
い
も
の
と
し
て
注
目
を

あ
び
ま
し
た
。
企
業
が
時
代
を
担
う

少
年
達
の
た
め
に
と
有
難
い
贈
り
物

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
子
供
た
ち
の
為
に
多
く
の
図
書

を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
校
と

な
っ
た
校
舎
は
現
在
下
仁
田
町
自
然

史
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

図
書
室
は
今
多
目
的
集
会
室
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に

は
今
も
白
石
工
業
の
文
字
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
下
仁
田
町
に
企
業
と
し

て
種
々
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
時
代
を
担
う
少
年
達
の
た
め
に

も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
に
は
当
時
の
記
念
写
真
と

贈
ら
れ
た
像
が
残
っ
て
い
ま
す
。
先

年
に
、
県
立
歴
史
博
物
館
で
二
宮
金

次
郎
像
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
も
精
巧
に
出
来
て
い
る
と
し
て
高

い
評
価
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
を
知
っ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
感
謝
を
込

め
て
紙
面
を
お
借
り
し
て
記
し
た
次

第
で
す
。

要
な
金
属
が
不
足
と
な
っ
て
強
制
的

に
収
集
さ
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
石

像
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
像
と
な
っ
て
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
）
白
石
工

業
は
い
ち
早
く
青
倉
小
学
校
に
、
白

石
恒
二
常
務
取
締
役
の
銀
婚
式
と
創

業
貮
拾
五
周
年
を
記
念
し
て
二
宮
金

次
郎
像
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

で
も
最
も
速
い
も
の
と
し
て
注
目
を

あ
び
ま
し
た
。
企
業
が
時
代
を
担
う

少
年
達
の
た
め
に
と
有
難
い
贈
り
物

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
子
供
た
ち
の
為
に
多
く
の
図
書

を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
校
と

な
っ
た
校
舎
は
現
在
下
仁
田
町
自
然

史
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

図
書
室
は
今
多
目
的
集
会
室
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に

は
今
も
白
石
工
業
の
文
字
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
下
仁
田
町
に
企
業
と
し

て
種
々
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
時
代
を
担
う
少
年
達
の
た
め
に

も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
に
は
当
時
の
記
念
写
真
と

贈
ら
れ
た
像
が
残
っ
て
い
ま
す
。
先

年
に
、
県
立
歴
史
博
物
館
で
二
宮
金

次
郎
像
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
も
精
巧
に
出
来
て
い
る
と
し
て
高

い
評
価
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
を
知
っ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
感
謝
を
込

め
て
紙
面
を
お
借
り
し
て
記
し
た
次

第
で
す
。

　
こ
こ
に
白
石
工
業
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

白
艶
華
　
多
き
役
割
　
果
た
し
つ
つ

　
県
下
に
誇
る
　
企
業
の
一
つ

石
灰
を
　
原
料
と
し
　
白
艶
華

　
多
き
品
々
　
開
発
見
事

白
艶
華
　
天
下
に
誇
る
　
開
発
を

　
町
に
永
年
　
貢
献
果
た
す

白
艶
華
　
町
の
音
頭
に
　
歌
わ
れ
し

　
秋
の
祭
り
や
　
老
い
も
若
き
も

わ
が
祖
父
や
　
父
三
代
と
　
勤
め
た
る

　
学
校
支
援
　
心
に
残
る

子
ど
も
等
に
　
支
援
の
多
き
　
戴
き
つ

　
今
な
お
残
る
　
白
石
文
庫

※

報
徳
思
想
（
ほ
う
と
く
し
そ
う
）

は
、
二
宮
尊
徳
（
金
次
郎
）
が
説
き

広
め
た
経
済
思
想
、
経
済
学
説
。
経

済
と
道
徳
の
融
和
を
訴
え
、
私
利
私

欲
に
走
る
の
で
は
な
く
社
会
に
貢
献

す
れ
ば
、
い
ず
れ
自
ら
に
還
元
さ
れ

る
と
説
く
。

…

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
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よ
り

　
こ
こ
に
白
石
工
業
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

白
艶
華
　
多
き
役
割
　
果
た
し
つ
つ

　
県
下
に
誇
る
　
企
業
の
一
つ

石
灰
を
　
原
料
と
し
　
白
艶
華

　
多
き
品
々
　
開
発
見
事

白
艶
華
　
天
下
に
誇
る
　
開
発
を

　
町
に
永
年
　
貢
献
果
た
す

白
艶
華
　
町
の
音
頭
に
　
歌
わ
れ
し

　
秋
の
祭
り
や
　
老
い
も
若
き
も

わ
が
祖
父
や
　
父
三
代
と
　
勤
め
た
る

　
学
校
支
援
　
心
に
残
る

子
ど
も
等
に
　
支
援
の
多
き
　
戴
き
つ

　
今
な
お
残
る
　
白
石
文
庫

※

報
徳
思
想
（
ほ
う
と
く
し
そ
う
）

は
、
二
宮
尊
徳
（
金
次
郎
）
が
説
き

広
め
た
経
済
思
想
、
経
済
学
説
。
経

済
と
道
徳
の
融
和
を
訴
え
、
私
利
私

欲
に
走
る
の
で
は
な
く
社
会
に
貢
献

す
れ
ば
、
い
ず
れ
自
ら
に
還
元
さ
れ

る
と
説
く
。

…

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
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よ
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6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

6/20（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：9：00～12：00

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

6/11（火）

１０：００～１１：３０

21 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 20広
報しもにた



　
相
続
や
労
働
問
題
、
税
金
等
に
関

す
る
こ
と
や
、
国
の
行
政
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
６
年
６
月
26
日
（
水
）
午
後
１

時
〜
３
時
（
受
付
は
２
時
ま
で
）

●
会
場

　富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
３
階
会
議
室
（
富
岡
市
七
日
市

４
０
０―

１
）

●
相
談
内
容
　相
続
、
税
金
、
登
記
手

続
、
労
働
問
題
、
離
婚
、
貸
金
ト
ラ
ブ

ル
、
年
金
、
農
地
転
用
等
に
関
す
る
相

談
。国
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
、意
見
・

要
望
、照
会

●
参
加
予
定
機
関
　前
橋
地
方
法
務

局
、群
馬
労
働
局
、富
岡
市
、高
崎
年
金
事
務

所
、弁
護
士
、税
理
士
、司
法
書
士
、行
政
書

士
、行
政
相
談
委
員
、行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

●
相
談
方
法

　予
約
不
要
・
当
日
先

着
順
（
来
場
者
多
数
の
場
合
は
、
相

談
人
数
を
制
限
）

●
そ
の
他

①
相
談
時
間
は
20
分
以
内
で
す
。

②
受
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
や
相
談
で
き

な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
省
群
馬
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
２
７―

２
２
１―

１
１
０
０

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
間
に
合
わ

せ
て
、
６
月
は
毎
朝
小
中
学
生
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
校
す

る
子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
一
日
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
せ
ん
か
？

●
場
所

下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル
前
ロ
ー
タ
リ
ー

●
日
時
　
６
月
の
平
日
（
20
日
間
）

・
１
日
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
！！

　
午
前
７
時
45
〜
８
時
頃
ま
で

・
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

・
午
前
７
時
40
分
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
付

近
に
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
の
で
、参
加

さ
れ
る
方
は
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

・
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、公
民
館
前

の
駐
車
場
、ま
た
は
こ
ん
に
ゃ
く
道

場
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
災
害
等
に
よ
り
登
校
時
間
が
変
更

さ
れ
た
場
合
は
そ
の
日
の
見
守
り
活

動
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

見
守
り・あ
い
さ
つ
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
中

そ
の
困
り
ご
と
、相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
一日
合
同
行
政
相
談
所
」を
開
催 

里
見
哲
夫

白
石
工
業
に
感
謝

白
石
工
業
に
感
謝

　
下
仁
田
町
に
、
創
業
よ
り
地
域
に

永
年
貢
献
し
て
い
る
企
業
は
白
石
工

業
の
み
で
す
。
特
に
、
白
石
工
業
の

貢
献
度
は
地
域
に
と
り
ま
し
て
大
き

な
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
廃
校
と
な
っ
て
い
ま
す
青
倉
小

学
校
跡
に
は
二
宮
金
次
郎
の
像
が
、

図
書
室
内
に
は
白
石
文
庫
と
し
て
沢

山
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
跡
倉
の
交
差
点
脇
の
道

路
端
に
は
、
祭
典
用
の
旗
を
立
て
る

支
柱
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
白
石

工
業
寄
贈
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
実
は
、
青
倉
小
学
校
の
校
門
を

入
っ
た
左
に
は
二
宮
金
次
郎
像
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
反
対

側
に
石
像
と
し
て
移
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
校
門
を
入
っ
て
す
ぐ

左
側
に
二
宮
金
次
郎
像
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
の
は
１
９
３
３
年
（
昭
和

８
）
で
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、

白
石
恒
二
ご
夫
妻
の
銀
婚
式
と
白
石

工
業
貮
拾
五
周
年
を
記
念
し
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
時
の
記
念

写
真
に
は
寄
贈
者
白
石
恒
二
ご
夫

妻
、
村
長
、
校
長
下
山
正
雄
、
首
席

訓
導
里
見
治
雄
他
職
員
、
村
の
関
係

者
等
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
参
加
者
一
同
に
は
二
宮
金
次
郎
像

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
台
座
の
裏
に

は
、
「
常
務
取
締
役
為
白
石
工
業
　

並
銀
婚
式
　
白
石
恒
二
　
創
業
貮
拾

五
周
年
記
念
贈
之
号
・
恒
堂
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
二
宮
金
次
郎
と
は
、
１
７
８
７
年

（
天
明
７
）
神
奈
川
県
小
田
原
に
生

ま
れ
ま
し
て
、
徳
川
幕
府
崩
壊
期
に

農
村
復
興
の
た
め
大
活
躍
を
し
た
人

で
す
。
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
ま
し

た
が
暴
風
雨
で
田
畑
を
失
い
、
父
は

病
弱
で
14
才
の
時
に
死
別
し
ま
し

た
。
18
才
の
時
に
母
を
失
い
、
極
貧

の
生
活
と
な
り
ま
し
て
兄
弟
３
人
は

そ
れ
ぞ
れ
親
戚
の
家
に
預
け
ら
れ
ま

し
て
離
散
し
ま
し
た
。
同
少
年
は
学

問
好
き
で
暇
を
み
つ
け
て
は
読
書
し

て
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
伯
父
の
家

で
一
生
懸
命
働
い
て
生
家
を
復
興
さ

せ
ま
し
て
、
小
田
原
藩
家
老
の
家
を

建
て
直
し
、
つ
い
に
は
小
田
原
藩
の

財
政
再
建
を
し
て
武
士
の
身
分
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
宮
金
次
郎
像
と
は
、
昭
和
の
初

め
の
不
景
気
時
代
「
報
徳※

」
の
手

本
と
し
て
、
そ
の
少
年
像
（
薪
を
背

負
っ
て
読
書
し
て
い
る
姿
）
が
全
国

各
地
の
小
学
校
等
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
の
像
は
金
属
性
で
し
た

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
軍
事
に
必

要
な
金
属
が
不
足
と
な
っ
て
強
制
的

に
収
集
さ
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
石

像
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
像
と
な
っ
て
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
）
白
石
工

業
は
い
ち
早
く
青
倉
小
学
校
に
、
白

石
恒
二
常
務
取
締
役
の
銀
婚
式
と
創

業
貮
拾
五
周
年
を
記
念
し
て
二
宮
金

次
郎
像
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

で
も
最
も
速
い
も
の
と
し
て
注
目
を

あ
び
ま
し
た
。
企
業
が
時
代
を
担
う

少
年
達
の
た
め
に
と
有
難
い
贈
り
物

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
子
供
た
ち
の
為
に
多
く
の
図
書

を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
校
と

な
っ
た
校
舎
は
現
在
下
仁
田
町
自
然

史
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

図
書
室
は
今
多
目
的
集
会
室
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に

は
今
も
白
石
工
業
の
文
字
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
下
仁
田
町
に
企
業
と
し

て
種
々
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
時
代
を
担
う
少
年
達
の
た
め
に

も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
に
は
当
時
の
記
念
写
真
と

贈
ら
れ
た
像
が
残
っ
て
い
ま
す
。
先

年
に
、
県
立
歴
史
博
物
館
で
二
宮
金

次
郎
像
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
も
精
巧
に
出
来
て
い
る
と
し
て
高

い
評
価
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
を
知
っ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
感
謝
を
込

め
て
紙
面
を
お
借
り
し
て
記
し
た
次

第
で
す
。

要
な
金
属
が
不
足
と
な
っ
て
強
制
的

に
収
集
さ
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
石

像
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
像
と
な
っ
て
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
）
白
石
工

業
は
い
ち
早
く
青
倉
小
学
校
に
、
白

石
恒
二
常
務
取
締
役
の
銀
婚
式
と
創

業
貮
拾
五
周
年
を
記
念
し
て
二
宮
金

次
郎
像
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

で
も
最
も
速
い
も
の
と
し
て
注
目
を

あ
び
ま
し
た
。
企
業
が
時
代
を
担
う

少
年
達
の
た
め
に
と
有
難
い
贈
り
物

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
子
供
た
ち
の
為
に
多
く
の
図
書

を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
校
と

な
っ
た
校
舎
は
現
在
下
仁
田
町
自
然

史
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

図
書
室
は
今
多
目
的
集
会
室
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に

は
今
も
白
石
工
業
の
文
字
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
下
仁
田
町
に
企
業
と
し

て
種
々
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
時
代
を
担
う
少
年
達
の
た
め
に

も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
に
は
当
時
の
記
念
写
真
と

贈
ら
れ
た
像
が
残
っ
て
い
ま
す
。
先

年
に
、
県
立
歴
史
博
物
館
で
二
宮
金

次
郎
像
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
も
精
巧
に
出
来
て
い
る
と
し
て
高

い
評
価
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
を
知
っ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
感
謝
を
込

め
て
紙
面
を
お
借
り
し
て
記
し
た
次

第
で
す
。

　
こ
こ
に
白
石
工
業
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

白
艶
華
　
多
き
役
割
　
果
た
し
つ
つ

　
県
下
に
誇
る
　
企
業
の
一
つ

石
灰
を
　
原
料
と
し
　
白
艶
華

　
多
き
品
々
　
開
発
見
事

白
艶
華
　
天
下
に
誇
る
　
開
発
を

　
町
に
永
年
　
貢
献
果
た
す

白
艶
華
　
町
の
音
頭
に
　
歌
わ
れ
し

　
秋
の
祭
り
や
　
老
い
も
若
き
も

わ
が
祖
父
や
　
父
三
代
と
　
勤
め
た
る

　
学
校
支
援
　
心
に
残
る

子
ど
も
等
に
　
支
援
の
多
き
　
戴
き
つ

　
今
な
お
残
る
　
白
石
文
庫

※

報
徳
思
想
（
ほ
う
と
く
し
そ
う
）

は
、
二
宮
尊
徳
（
金
次
郎
）
が
説
き

広
め
た
経
済
思
想
、
経
済
学
説
。
経

済
と
道
徳
の
融
和
を
訴
え
、
私
利
私

欲
に
走
る
の
で
は
な
く
社
会
に
貢
献

す
れ
ば
、
い
ず
れ
自
ら
に
還
元
さ
れ

る
と
説
く
。

…

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
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経
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の
融
和
を
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え
、
私
利
私
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に
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の
で
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社
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に
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れ
ば
、
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ず
れ
自
ら
に
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れ

る
と
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く
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ウ
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6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

6/20（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：9：00～12：00

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

6/11（火）

１０：００～１１：３０

21 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 20広
報しもにた



　「
荒
船
風
穴
」を
含
む「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」は
、６
月
25
日
を

も
っ
て
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
と
な
り

ま
す
。

　
そ
の
間「
荒
船
風
穴
」で
は
、延
べ
13

万
人
も
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
計
画
的
に
、風
穴
が
営
業
し
て

い
た
当
時
の
風
景
に
近
づ
く
よ
う
に
安

全
に
配
慮
し
な
が
ら
、工
事
を
行
い
整

備
し
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
19
日（
金
）に
、荒
船
風
穴
友
の

会
主
催
で
除
草
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

見
学
者
広
場
周
辺
で
実
施
し
、当
日
は

友
の
会
会
員
を
中
心
に
、21
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
は
７
月
５
日（
金
）、７
時
30
分

か
ら
清
掃
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。会
員
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
下
仁

田
町
歴
史
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館
　
☎
82
―
５
３
４
５

「
荒
船
風
穴
」は
、世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
ま
す

「
荒
船
風
穴
」は
、世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
ま
す

荒
船
風
穴
の
除
草
活
動

を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
の
除
草
活
動

を
行
い
ま
し
た

　
下
仁
田
高
校
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
生

徒
を
中
心
に
、商
工
会
青
年
部
有
志
の

み
な
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。今
年
度
は
３
年
目
と
な
り

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！
下
仁
田
高
校
３
年
生

全
員
が
、会
社
経
営
を
模
し
て
役
割
分

担
を
し
な
が
ら
、商
品
開
発
か
ら
販
売

ま
で
を
目
指
し
ま
す
。４
月
22
日
に
は

授
業
初
回
と
い
う
こ
と
で
、名
刺
交
換

が
行
わ
れ
、経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
講
義
を

受
け
て
か
ら
戦
略
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

下
仁
田
高
校
×
商
工
会
青
年
部

コ
ラ
ボ
授
業

下
仁
田
高
校
×
商
工
会
青
年
部

コ
ラ
ボ
授
業

　
開
発
商
品
の
お
披
露
目
は
今
秋
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。ぜ
ひ
町

民
の
み
な
さ
ん
も
取
り
組
み
へ
の
応
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
10
年
と
い
う
節
目
の
年
は
１
度
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。町
内
の
方
は
無
料
で
見

学
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
を
逃
さ

ず
是
非
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
６
月
１
日（
土
）よ
り
荒
船
風
穴
来

場
者
に
神
津
牧
場
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
ま

た
は
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
引
換
券
配
布

を
行
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
関
東
で
も
有
数
の
株
数
を
誇
る
、下

仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
し
ま
す
。

　
２
万
株
の
あ
じ
さ
い
が
見
ご
ろ
を
迎

え
ま
す
。園
内
の
散
策
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。ご
来
園
お
待
ち
し
て
ま
す
。

●
主
催
　
紫
陽
花
を
育
て
る
会

●
開
園
日
時

６
月
３
日（
月
）〜
６
月
30
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
協
力
金
　
大
人
　
３
０
０
円

小
学
生
　
１
０
０
円

小
学
生
未
満
　
無
料

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
！

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
！

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67―

７
５
０
０

『みんなで挑戦！「しもにた5つのゼロ宣言」』（下仁田町後援）&東海ガス『夏のガス展』共同イベント開催

花苗市花苗市

●問い合わせ　東海ガス（株）下仁田支店
　　　　　　　☎0274-64-9400

地震体験車地震体験車

●開催日時　2024年6月28日（金）～29日（土）　各日午前10時～午後4時
●メイン会場　東海ガス㈱下仁田支店（下仁田町下仁田479-3）
●お楽しみ企画　
＜１＞みんなで挑戦！「しもにた5つのゼロ宣言」
【防災のススメその1】…食品ロス「ゼロ」
■『試食用非常食（下仁田町様ご提供）&防災ハンドブックプレゼント』
※非常食は、賞味期限前の災害用備蓄食品の配布となりますので、試食用としてご活用下さい。
※数量に限りがあります。
※配布前に災害等が発生した場合、非常食は配布されないことがあります。
【防災のススメその2】…自然災害による死者「ゼロ」
■『地震体験車がやってくる！』
〈地震体験スケジュール〉6/29（土）10：00～12：00頃
※緊急時等には予告なくスケジュール変更される場合がございます。
【身近な緑化のススメ】…温室効果ガス排出｢ゼロ」
■『花のたかはし様厳選｢花苗市」』
植物は温室効果ガスであるCO2を吸収してくれます。
温暖化対策の第一歩！家庭で｢緑」を育てましょう。
＜２＞ガス展企画
トイレットペーパー詰め放題〈参加無料！〉
「詰め放題専用袋」をご用意します。どれだけ詰めるかチャレンジ！！
焼津かつおラーメンプレゼント＜来場記念品！＞
その他楽しい企画が盛りだくさん！　

下仁田納豆からあじさい園を見上げよう！
Smileマルシェ開催
　昨年も大好評だった『Smileマルシェ』が今年も開
催されます。今年は36店が出店。
　こだわりの食の販売から体験、花の販売、抽選会な
ど、多彩な内容で開催されます。
●日時　６月16日（日）午前９時～午後３時
●会場　下仁田納豆南田本店（馬山）
●特記　会場隣接地（西側・北側）などに駐車場が
　　　　準備されます。
●問い合わせ
　☎82―6166

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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地震体験車地震体験車

●開催日時　2024年6月28日（金）～29日（土）　各日午前10時～午後4時
●メイン会場　東海ガス㈱下仁田支店（下仁田町下仁田479-3）
●お楽しみ企画　
＜１＞みんなで挑戦！「しもにた5つのゼロ宣言」
【防災のススメその1】…食品ロス「ゼロ」
■『試食用非常食（下仁田町様ご提供）&防災ハンドブックプレゼント』
※非常食は、賞味期限前の災害用備蓄食品の配布となりますので、試食用としてご活用下さい。
※数量に限りがあります。
※配布前に災害等が発生した場合、非常食は配布されないことがあります。
【防災のススメその2】…自然災害による死者「ゼロ」
■『地震体験車がやってくる！』
〈地震体験スケジュール〉6/29（土）10：00～12：00頃
※緊急時等には予告なくスケジュール変更される場合がございます。
【身近な緑化のススメ】…温室効果ガス排出｢ゼロ」
■『花のたかはし様厳選｢花苗市」』
植物は温室効果ガスであるCO2を吸収してくれます。
温暖化対策の第一歩！家庭で｢緑」を育てましょう。
＜２＞ガス展企画
トイレットペーパー詰め放題〈参加無料！〉
「詰め放題専用袋」をご用意します。どれだけ詰めるかチャレンジ！！
焼津かつおラーメンプレゼント＜来場記念品！＞
その他楽しい企画が盛りだくさん！　

下仁田納豆からあじさい園を見上げよう！
Smileマルシェ開催
　昨年も大好評だった『Smileマルシェ』が今年も開
催されます。今年は36店が出店。
　こだわりの食の販売から体験、花の販売、抽選会な
ど、多彩な内容で開催されます。
●日時　６月16日（日）午前９時～午後３時
●会場　下仁田納豆南田本店（馬山）
●特記　会場隣接地（西側・北側）などに駐車場が
　　　　準備されます。
●問い合わせ
　☎82―6166

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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健康健康

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
は
、既
往
歴
や
健
康

状
態
を
継
続
的
に
把
握
し
て
く
れ
、健

康
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
し
て
く

れ
る
身
近
で
頼
り
に
な
る
医
師
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。自
宅
や
職
場
か
ら
通
い

や
す
く
、相
談
し
や
す
い
と
こ
ろ
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
調
子
が
悪
い
な
と
感
じ
た
ら
、ま
ず

は
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
受
講
で

き
ま
す
。こ
の
機
会
に
料
理
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、作
る
楽
し
み
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
？
食
生
活
改
善
推
進
員
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
6
月
13
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性
15
名

（
先
着
順
）

●
内
容

調
理
実
習「
お
手
軽
さ
か
な
料
理
」

食
事
を
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
会
も

行
い
ま
す
。

●
実
施
者

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
5
0
0
円

●
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
タ
オ
ル
、参

加
費

●
申
込・問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
5
4
9
0

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
に
よ
る

「
男
性
の
料
理
教
室
」
参
加
者
募
集
！

●
日
時
　
6
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階 

大
会
議
室

●
内
容
　
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
講
師
　
き
ら
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

講
師
　
深
澤
美
佐
子
さ
ん

●
対
象

首
が
す
わ
る
4
か
月
ご
ろ
か
ら
３
歳

未
満
の
乳
幼
児
と
そ
の
母
親

●
持
ち
物

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装（
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
親
子
と
も
に
裸
足
に
な
り
ま
す
。

●
定
員
　
５
〜
６
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、６
月
14
日（
金
）

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
5
4
9
0

親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
し
た
と
き
、遺
さ
れ
た
方
が
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、悲
し
み
、不
安
、

怒
り
な
ど
の
様
々
な
感
情
を
抱
く
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、そ
の
気
持
ち
を
周
囲
に
話

す
こ
と
は
難
し
く
、複
雑
な
気
持
ち
を

ひ
と
り
で
抱
え
る
方
も
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、ご
遺
族
等
が
安
心
し
て
思
い
を
語

れ
る
自
死
遺
族
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。精
神
科
医
師
・
保
健
師
が
お
話
を

う
か
が
い
、秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

（
家
族
、婚
約
者
、親
し
い
友
人
な
ど
）

●
日
時
　

原
則
、毎
月
第
2
金
曜
日
　
午
前
9
時

か
ら（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー（
前

橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

　事
前
に
群
馬
県
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
福
祉
相
談
の
ご
案
内

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、県
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
こ
こ
ろ
の

健
康
に
関
す
る
相
談（
依
存
症
、思
春

期
、ひ
き
こ
も
り
、自
死
遺
族
に
関
す
る

相
談
）に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

　事
前
に
群
馬
県
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６
　

　
熱
中
症
と
は
、高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
体
を
暑
さ
に
慣
ら
せ
た
り
、こ
ま
め
な
水
分
摂
取
や
休
憩
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。熱
中
症
は
、屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
時
で
も
発

症
し
、救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
る
と

と
も
に
、 

周
囲
に
も
気
を
配
り
、熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
ご
注
意
を　全国では毎年、小さなお子さんの車中での熱中症事故が発生しています。「寝ている

から」「ちょっとの時間だから」と放置することは危険です。車内に置き去りすることは絶
対にやめましょう。

●問い合わせ
保健課 保健予防係（保健センター）
☎82―5490

症　状 対　応

涼しい場所へ移動し、体を冷やして水
分・塩分をとる。症状が改善しない場合
や、体温が高い場合は医療機関へ。

急いで医療機関へ受診を

ためらわず救急車を呼ぶ

軽度：

注意

中度：

危険

重度：

重症

めまい、立ちくらみ、生あくび、大量の発

汗、筋肉のこむら返り、気分が悪いなど

頭痛、おう吐、からだのだるさ、集中力や

判断力の低下など

ふらふらする、立てない、意識がない、呼

吸が速くなる、手足が動かないなど

　暑い日に下記場所を開放しま
す。ひと休みしてください。

●保健センター１階ホール
㊟事業開催時は、使えない時間
帯もあります。
●公民館 図書室
涼しい場所で読書を楽しんでくだ
さい。

　熱中症の危険が高い場合に国民に注意を
促す熱中症特別警戒情報の発信が行われま
す。
パソコン：https://www.wbgt.env.go.jp/        
スマートフォン：https://www.wbgt.env.go.jp/sp/
携帯電話：https://www.wbgt.env.go.jp/kt/

発信期間：4月24日(水)から10月23日(水)
　　　　　までの予定

クールシェアを実施します！ 環境省熱中症予防情報サイトについて

スマートフォン用
QRコード

携帯電話用
QRコード

ウエルシア下仁田店

大井田薬局下仁田本店

下仁田調剤薬局

※夜間（午後７時まで）薬局と連絡を取りたい場
合、休日は当番薬局へ、平日は「かかりつけ薬局」
へお願いします。
下仁田厚生病院　　　 　☎82─３５５５
公立富岡総合病院　　 　☎63─２１１１
医師会休日診療所　　 　☎64─１９３９
口腔保健センター　　 　☎62─１７０６
公立七日市病院　　　 　☎62─５１００
ウエルシア下仁田店　 　☎60─３８８６
　　　　　　　　　　 　℻60─３８８７
大井田薬局下仁田本店　 ☎82─３２２７
　　　　　　　　　　　 ℻82─３４７５
下仁田調剤薬局　　　     ☎70─３５３５
　　　　　　　　　　     ℻70─３５３６

薬剤師会休日・夜間当番表

6 月

9 14

23

28

7 月
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健康健康

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
は
、既
往
歴
や
健
康

状
態
を
継
続
的
に
把
握
し
て
く
れ
、健

康
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
し
て
く

れ
る
身
近
で
頼
り
に
な
る
医
師
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。自
宅
や
職
場
か
ら
通
い

や
す
く
、相
談
し
や
す
い
と
こ
ろ
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
調
子
が
悪
い
な
と
感
じ
た
ら
、ま
ず

は
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
受
講
で

き
ま
す
。こ
の
機
会
に
料
理
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、作
る
楽
し
み
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
？
食
生
活
改
善
推
進
員
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
6
月
13
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性
15
名

（
先
着
順
）

●
内
容

調
理
実
習「
お
手
軽
さ
か
な
料
理
」

食
事
を
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
会
も

行
い
ま
す
。

●
実
施
者

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
5
0
0
円

●
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
タ
オ
ル
、参

加
費

●
申
込・問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
5
4
9
0

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
に
よ
る

「
男
性
の
料
理
教
室
」
参
加
者
募
集
！

●
日
時
　
6
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階 

大
会
議
室

●
内
容
　
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
講
師
　
き
ら
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

講
師
　
深
澤
美
佐
子
さ
ん

●
対
象

首
が
す
わ
る
4
か
月
ご
ろ
か
ら
３
歳

未
満
の
乳
幼
児
と
そ
の
母
親

●
持
ち
物

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装（
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
親
子
と
も
に
裸
足
に
な
り
ま
す
。

●
定
員
　
５
〜
６
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、６
月
14
日（
金
）

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
5
4
9
0

親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
し
た
と
き
、遺
さ
れ
た
方
が
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、悲
し
み
、不
安
、

怒
り
な
ど
の
様
々
な
感
情
を
抱
く
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、そ
の
気
持
ち
を
周
囲
に
話

す
こ
と
は
難
し
く
、複
雑
な
気
持
ち
を

ひ
と
り
で
抱
え
る
方
も
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、ご
遺
族
等
が
安
心
し
て
思
い
を
語

れ
る
自
死
遺
族
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。精
神
科
医
師
・
保
健
師
が
お
話
を

う
か
が
い
、秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

（
家
族
、婚
約
者
、親
し
い
友
人
な
ど
）

●
日
時
　

原
則
、毎
月
第
2
金
曜
日
　
午
前
9
時

か
ら（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー（
前

橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

　事
前
に
群
馬
県
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
福
祉
相
談
の
ご
案
内

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、県
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
こ
こ
ろ
の

健
康
に
関
す
る
相
談（
依
存
症
、思
春

期
、ひ
き
こ
も
り
、自
死
遺
族
に
関
す
る

相
談
）に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

　事
前
に
群
馬
県
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６
　

　
熱
中
症
と
は
、高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
体
を
暑
さ
に
慣
ら
せ
た
り
、こ
ま
め
な
水
分
摂
取
や
休
憩
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。熱
中
症
は
、屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
時
で
も
発

症
し
、救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
る
と

と
も
に
、 

周
囲
に
も
気
を
配
り
、熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
ご
注
意
を　全国では毎年、小さなお子さんの車中での熱中症事故が発生しています。「寝ている

から」「ちょっとの時間だから」と放置することは危険です。車内に置き去りすることは絶
対にやめましょう。

●問い合わせ
保健課 保健予防係（保健センター）
☎82―5490

症　状 対　応

涼しい場所へ移動し、体を冷やして水
分・塩分をとる。症状が改善しない場合
や、体温が高い場合は医療機関へ。

急いで医療機関へ受診を

ためらわず救急車を呼ぶ

軽度：

注意

中度：

危険

重度：

重症

めまい、立ちくらみ、生あくび、大量の発

汗、筋肉のこむら返り、気分が悪いなど

頭痛、おう吐、からだのだるさ、集中力や

判断力の低下など

ふらふらする、立てない、意識がない、呼

吸が速くなる、手足が動かないなど

　暑い日に下記場所を開放しま
す。ひと休みしてください。

●保健センター１階ホール
㊟事業開催時は、使えない時間
帯もあります。
●公民館 図書室
涼しい場所で読書を楽しんでくだ
さい。

　熱中症の危険が高い場合に国民に注意を
促す熱中症特別警戒情報の発信が行われま
す。
パソコン：https://www.wbgt.env.go.jp/        
スマートフォン：https://www.wbgt.env.go.jp/sp/
携帯電話：https://www.wbgt.env.go.jp/kt/

発信期間：4月24日(水)から10月23日(水)
　　　　　までの予定

クールシェアを実施します！ 環境省熱中症予防情報サイトについて

スマートフォン用
QRコード

携帯電話用
QRコード

ウエルシア下仁田店

大井田薬局下仁田本店

下仁田調剤薬局

※夜間（午後７時まで）薬局と連絡を取りたい場
合、休日は当番薬局へ、平日は「かかりつけ薬局」
へお願いします。
下仁田厚生病院　　　 　☎82─３５５５
公立富岡総合病院　　 　☎63─２１１１
医師会休日診療所　　 　☎64─１９３９
口腔保健センター　　 　☎62─１７０６
公立七日市病院　　　 　☎62─５１００
ウエルシア下仁田店　 　☎60─３８８６
　　　　　　　　　　 　℻60─３８８７
大井田薬局下仁田本店　 ☎82─３２２７
　　　　　　　　　　　 ℻82─３４７５
下仁田調剤薬局　　　     ☎70─３５３５
　　　　　　　　　　     ℻70─３５３６

薬剤師会休日・夜間当番表

6 月

9 14

23

28

7 月

25 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 24広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門
スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆６月２日（日）　宮崎　誠　先生（宮崎医院）
◆６月16日（日）　菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

認知症サポーター養成講座を開催しました
　４月１５日（月）、城西区長寿会の会員の方１６名を
対象に実施しました。
　認知症サポーターは、何か特別なことをする人では
ありません。認知症について理解し、認知症の方やご家
族を温かく見守ることがスタートです。認知症は年を
重ねれば、誰もが起こりえる脳の病気です。
地域で『お互いさま』の輪を広げていきましょう！
●問い合わせ
福祉課包括支援係（地域包括支援センター）
☎64－8804

【貯筋のつどい】が引っ越します
　旧小坂小学校の解体に伴い６月から会場が変更になります。一時休んでいた方や、今まで参加で
きなかった方も、お気軽にお出かけください。お待ちしています。
●新会場　下仁田町公民館３階
●実施日　毎月第２・第４月曜日
●時　間　10：00～ 12：00
●持ち物　運動のできる服装、水分
　※サポーター（ボランティア）による運営です。会場準備、片付け等にご協力をお願いします。
　※貯筋のつどいは、『暮らしを拡げる 10の筋力トレーニング（鬼石モデル）』です。
●申し込み・問い合わせ　福祉課包括支援係　☎64－8804

健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／単純ヘルペス感染症　火／削らなくていいむし歯
水／認知症の早期発見　木／歯のかみ合わせと片頭痛
金／糖尿病はこわい病気か？　土日／サプリと機能性表示食品
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆5日（水）　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン6月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（6月～7月）」

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月6日（木）
7月4日（木）

7月26日（金）

6月28日（金）

6月7日（金）

予約締切日
6月5日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年2月～3月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年8月～9月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

6月4・11・18・
     25日（火）

6月11日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門
スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆６月２日（日）　宮崎　誠　先生（宮崎医院）
◆６月16日（日）　菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

認知症サポーター養成講座を開催しました
　４月１５日（月）、城西区長寿会の会員の方１６名を
対象に実施しました。
　認知症サポーターは、何か特別なことをする人では
ありません。認知症について理解し、認知症の方やご家
族を温かく見守ることがスタートです。認知症は年を
重ねれば、誰もが起こりえる脳の病気です。
地域で『お互いさま』の輪を広げていきましょう！
●問い合わせ
福祉課包括支援係（地域包括支援センター）
☎64－8804

【貯筋のつどい】が引っ越します
　旧小坂小学校の解体に伴い６月から会場が変更になります。一時休んでいた方や、今まで参加で
きなかった方も、お気軽にお出かけください。お待ちしています。
●新会場　下仁田町公民館３階
●実施日　毎月第２・第４月曜日
●時　間　10：00～ 12：00
●持ち物　運動のできる服装、水分
　※サポーター（ボランティア）による運営です。会場準備、片付け等にご協力をお願いします。
　※貯筋のつどいは、『暮らしを拡げる 10の筋力トレーニング（鬼石モデル）』です。
●申し込み・問い合わせ　福祉課包括支援係　☎64－8804

健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／単純ヘルペス感染症　火／削らなくていいむし歯
水／認知症の早期発見　木／歯のかみ合わせと片頭痛
金／糖尿病はこわい病気か？　土日／サプリと機能性表示食品
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆5日（水）　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン6月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（6月～7月）」

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月6日（木）
7月4日（木）

7月26日（金）

6月28日（金）

6月7日（金）

予約締切日
6月5日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年2月～3月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年8月～9月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

6月4・11・18・
     25日（火）

6月11日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita

66

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

６
月
２9
日（
土
）30
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
月
）・
２０
日（
木
）・
２7
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
水
）・
18
日（
木
）・
30
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、８

月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で
も

納
付
で
き
ま
す
。ま
た
、不
動
産

取
得
税
等
他
の
県
税
も
納
付
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
7
月
1
日（
月
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

鈴木耶茉燈（凜太朗・七夕華）大　東
やまと

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（丈　晴）　

（利　明）

（康　巴）

（昇　平）

（雅　人）

（一　江）

（　誠　）

（清　恵）

（京　子）

（瀧上真由美）

下青倉

蒔　田

中小坂

城　西

小　川

東野牧

土谷沢

東　町

下　町

上青倉

福田　晴男

下山　正勝

永井　正昭

佐藤みす

清水百合江

金井　正江

土谷きさゑ

髙𣘺　千秋

木内とく子

河西由美子

人口
　男
　女
世帯

（　24）
（　10）
（　14）
（　 1）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,236人
3,064人
3,172人
3,140世帯

転入  8人/  出生 1人
転出  17人/  死亡 16人

（5月1日現在）

（4月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No818

月月

下仁田町下仁田町

有
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有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

茂木時計店 TEL 82-2811
tokei10.com

SEIKOグローバル
ブランド コアショップ

有
料
広
告

ほたる山公園からの風景
～新緑豊かな自然大地を満喫～
ほたる山公園からの風景
～新緑豊かな自然大地を満喫～

下仁田町商業協同組合

茂木時計店ヤフーショップ店からもご注文頂けます。ヤフーショップ店からもご注文頂けます。


